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方 針

方 針

方 針

「 新たな潮流に柔軟かつ的確に対応し た計画」とします

　 新型コロナウイルス感染症を契機とした新たな生活様式※の普及、地方への関心

の高まり など、人々の意識や行動の変容に伴う 社会環境の変化をはじめ、デジタ ル

技術の活用やＳＤＧｓ 、脱炭素化※など、新たな時代の流れを取り入れつつ、本市が持

つ強みを生かし 、持続可能なまちづく りを推進するために、多角的な視点を持って

策定します。

「 市民と 共に策定する、分かり やすい計画」とします

　 将来に夢や希望を 持てるまちづく り を 推進し ていく ためには、幅広い地域・ 世

代の市民や大学・ 企業等の有識者など、多く の知恵を 結集し 、総合力を発揮し て

いく こと が重要です。そのため、策定の段階から 多様な人材と の対話、意見交換

を行い策定します。

　 また、目指す将来像が共有でき、誰にとっても 分かりやすく 活用できる計画にし

ます。

「 実現性・ 実効性の高い計画」とします

　 社会経済情勢や行財政の状況の変化、市民ニーズの多様化を踏まえた、真に有

効性の高い施策を見極めて策定します。

　 また、行政経営の視点に立ち、目標に向けた進捗管理を定期的に実施すること

で、予算・ 人員と 行政評価※の連動を強め、経営資源に裏付けさ れた実現性・ 実効性

の高い計画にします。

4

2 018 2019 2 02 0 2 021 2 02 2 2 02 3 2024 202 5 2 02 6 2 02 7

基本構想

基本計画（ 前期） 基本計画（ 後期）

1 0 年間

５ 年間 ５ 年間

基 本 構 想

基 本 計 画

総 合 戦 略

10  年間　 平成30 (2018)年度～令和9(2027 )年度

まちづく り の基本理念と 将来の目指すべき 都市像を示すとと も に、こ れを実現

するための基本方針(6 つの政策)等を示すも のです。
基 本 構 想

計画期間

 ・ 前期5年間　 平成30 (2018)年度 ～令和4(202 2 )年度

 ・ 後期5 年間　  令和5(2023)年度 ～令和9(2027 )年度

基本構想に基づく 市政の基本的な計画であり 、基本方針(6つの政策)を達成す

るための施策の体系(施策と 基本事業)を示すも のです。
基 本 計 画

計画期間

計画の構成と 期間

　 第二次霧島市総合計画後期基本計画は、次に掲げる方針に基づき 策定し まし た。

　 な お、本計画に統合する「 第３ 期霧島市ふる さ と 創生総合戦略」については、人口減少や

少子高齢化、地域経済の規模縮小などの課題克服に向け、総合計画の政策分野の枠組みを

超えて重点的に取り 組む「 KIRISH IM A みら いプロジェ クト 」とし て位置付けます。

計画策定の方針

　 第二次霧島市総合計画は、霧島市総合計画策定条例※に基づき 、本市が将来に目指すべ

き 都市像と まち づく り の基本方針を 明ら かにし 、そ の実現に向けた具体的な施策を 体系的

に示し た上で、市民と 共に考え、共有し 、行動する 協働と 連携のまち づく り を 進めて いく た

めの計画です。

　 また、総合的かつ計画的な市政運営を 図るための最上位計画であり 、各分野の個別計画

や施策は、本計画に即し て策定、展開し ていき ます。

計画の位置付け

　 本市は、平成3 0（ 2 0 1 8 ）年３ 月に策定し た第二次霧島市総合計画に基づき 、まち の将来

像である「 人にやさ しく  人を はぐく む 一人ひとり が輝き にぎわう  多機能都市」の実現を 目

指し 、市民と 共にまち づく り を 進めてき まし た。

　 平成3 0（ 2 0 1 8 ）年度から５ 年間の政策分野別の施策を 定めた「 前期基本計画」が令和４

（ 2 0 2 2 ）年度末を も っ て 満了するこ と から 、こ の度、令和５（ 2 0 2 3 ）年度から５ 年間を 計画

期間と する「 後期基本計画」を 策定し まし た。

　 後期基本計画では、前期基本計画の施策の進捗状況や市を 取り 巻く 課題の現状等を 検

証すると と も に、新型コ ロ ナウイ ルス感染症※を きっかけとし た社会環境の変化や新たな時

代の潮流に柔軟かつ的確に対応し つつ、地方創生の実現に向けた取組を 一体的に推進す

るため、「 霧島市ふるさ と 創生総合戦略※」の統合も 行いまし た。

計画策定の趣旨

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

総合計画策定の趣旨（ 序論）

2

3

1
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本市を 取り 巻く 社会環境の変化5

　 後期基本計画期間内のまちづく り を考える上で、踏まえるべき特に大きな社会環境の変

化について、以下のと おり 整理し まし た。

新型コ ロナウイルス感染症※の拡大に伴う 社会の変化1
●新型コ ロナウイルス感染症の拡大は、社会経済活動に大きな影響を与えると と も に、

人々の価値観や生活様式に変革をもたらし まし た。

●感染拡大をきっかけにテレワーク ※などの新たな生活様式※が普及し たこと に加え、東京

圏※に人口や機能が集中するリ スクへの警戒感から 、二地域居住※や地方移住への関心

が高まっています。

●地域コ ミ ュニティ ※においては、従来の担い手不足に加え、感染症の拡大により 交流機会

が減少していること から 、多様な主体が連携して活力を 維持する必要があり ます。

●新たな生活様式の普及やデジタル化の進展がもたらす産業構造・ 雇用などの変化に、社

会全体で適応していく こと が求めら れています。

デジタ ル化の進展と 多文化共生社会※4
●デジタル化の進展や商圏の拡大などによるグローバル化※が進み、世界規模で社会的・

経済的・ 文化的な結び付きが深まっています。

●IoT※やAI※、５ G ※等のデジタル技術が社会全体に広がり 、人々の生活や経済活動のあり

方が変化してきまし た。自治体においても デジタル・ ト ランスフォ ーメ ーショ ン（ D X）※の

必要性が強く 認識さ れ、今後、デジタル技術やデータ を 活用し たあら ゆる分野でのサー

ビスの向上や、地方創生に向けた課題解決が期待さ れています。

●労働力の確保や海外展開、販路拡大、インバウンド ※需要に対応するため、外国人材の受

け入れが増加していること から 、外国人住民も 含め、誰も が地域社会で安心して働き 、生

活できる多文化共生※のまちづく り が求めら れています。

安全・ 安心なまち づく り3
●近年、激甚化・ 頻発化する自然災害に加え、新たな感染症の流行や国際情勢に起因する

社会経済への影響など、多様なリ スクと 向き合う 必要性が高まっています。

●災害に強い安全・ 安心なまちづく り を 進めるためには、行政が担う「 公助※」に加え、家族

や地域で備える「 自助※」「 共助※」の考え方が不可欠です。

●サプラ イチェ ーン※の複雑化に伴い、交通網の被災などによる物資供給への影響が拡大

しており 、災害等に対応できる道路ネット ワークの構築や、デジタル技術を 活用し た国土

強靭化※の推進が必要です。

●デジタル化の進展や成人年齢の引き下げ、高齢単身世帯の増加などに伴う 、消費者ト ラ

ブルや消費者被害の多様化・ 深刻化への対応が求めら れています。

人口減少・ 少子高齢化の進行2
●日本の人口減少は、少子高齢化の進行などにより 深刻さ を 増しており 、労働力不足や消

費市場・ 地域コミ ュニティ の縮小、空き家等の増加による地域の空洞化など、社会全体に

大きな影響を与えること が懸念さ れています。

●国と 地方が一体と なって人口減少のスピード を抑制すると と も に、地域の特性を 生かし

た交流・ 関係人口※の拡大による活力創出や、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづ

く り を進めること が重要です。

●地方への関心が高まる中、若い世代にと って魅力ある就業環境等を 創出すると と も に、

結婚・ 妊娠・ 出産・ 子育てに対する切れ目のない支援策を展開するこ と で、さ ら なる若者

等の定着と 都市圏から のＵＩ Jタ ーン※を 促す必要があり ます。

地球レ ベルでの環境問題の進行、SD G sの推進5
●化石燃料※の燃焼やごみの排出などの人間活動が温室効果ガス※を 生み出し 、それに伴う

気候変動が地球温暖化※や生物多様性※の減少を引き 起こすなど、地球規模で環境問題

が深刻化しています。

●次世代に豊かな環境を 継承するため、再生可能エネルギー※の導入など脱炭素社会※に向

けた取組や、環境負荷を 低減する循環型社会※の形成に向けた取組を 進めていく 必要が

あり ます。

●SD G sの推進は、持続可能なまちづく り や地域活性化を目指すも ので、自治体においても

企業などの多様な主体と 連携を図り 、SD G sの理念や価値観を踏まえた施策を 進めるこ

と が重要です。

持続可能な行財政運営6
●人口減少や少子高齢化、ライフスタイルの変化に加え、感染症への対策など、行政や地域

が対処すべき課題は多様化・ 複雑化しています。

●高齢化等に伴う 社会保障関連費※の増大や、更新時期を 迎える水道管、施設等の公共イ

ンフラ ※の維持・ 更新にかかる財政負担の増加などは、自治体における行財政運営の大き

な懸念材料と なっています。

●近隣自治体や企業など、組織や地域の枠組みを 超えた連携により 、事業効果の最大・ 最

適化を図るなど、効率的で健全な行財政運営をさ らに進める必要があり ます。

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

総合計画策定の趣旨（ 序論）
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本市の概況6 本市の過去1 0年間の人口・ 財政に関する概況です。

歳出総額と 扶助費※

歳
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総
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円
）

扶
助
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（
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円
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（ 資料）地方財政状況調査

市債※の年度末残高と 発行額
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（ 資料）地方財政状況調査

財政調整基金※の年度末残高と 繰入額
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（ 資料）地方財政状況調査

合計特殊出生率※

（ 資料）霧島市： 衛生統計年報、鹿児島県・ 全国： 厚生労働省 人口動態統計

霧島市 鹿児島県 全国

1.2

1.4

1.6

1.8

2021202020192018201720162015201420132012

1.65 1.66
1.75 1.72

1.65

1.73 1.71 1.70

1.64 1.63 1.62
1.70

1.68
1.69 1.70

1.63 1.61 1.65

1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 1.36 1.33 1.30

1.781.78

年齢３ 区分別人口

（ 資料）2 0 1 5 、2 0 2 0： 国勢調査、それ以外： 鹿児島県人口移動調査（ 推計人口）年報

※総数に年齢不詳人口を 含んでいるため、総数は、年齢３ 区分別人口の合計と は一致し ません。

年少人口
（ 0 ～1 4 歳）

生産年齢人口
（ 1 5 ～6 4 歳）

老年人口
（ 6 5 歳以上）

127,475　 127,283　 126,773　 125,857　 125,447　 125,338　 124,785　 124,367　 123,135　 123,066

2021202020192018201720162015201420132012
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人口増減数（ 自然増減※数、社会増減※数）

（ 資料）RESAS※／総務省「 住民基本台帳に基づく 人口、人口動態及び世帯数調査」
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SD G S（ 持続可能な 開発目標）7

　 SD G sは、「 Su sta in a b le  D e ve lo p m e n t G o a l s（ 持続可能な開発目標）」の略

称で 、平成2 7（ 2 0 15 ）年９ 月の国連サミ ット において採択さ れた、平成2 8（ 2 0 16 ）

年から 令和12（ 2 0 3 0 ）年まで の国際目標のこ と です。誰一人取り 残さ ない、持続可

能な世界を 実現するための17のゴール（ 目標）が掲げら れています。

　 SD G sの理念や目標は、総合計画の基本理念や将来像、施策の方向性と 重なるも

のであり 、総合計画を 推進するこ と で 、SD G sの達成に向けた取組を 推進するこ と

につながり ます。

　 後期基本計画においては、施策ごと にSD Gｓ の目標を 関連付け、SD Gｓ 推進に取

り 組むこ と としています。

　 気候変動に
　 具体的な対策を

　 気候変動およ びそ の影響を

軽減する ための緊急対策を 講

じ る

　 海の豊かさ を
　 守ろ う

　 持続可能な 開発のために海

洋・ 海洋資源を 保全し 、持続可

能な形で利用する

　 住み続けら れる
　 まちづく り を

　 包摂的で安全かつ強靭（ レジ

リ エント ）で 持続可能な 都市及

び人間居住を実現する

　 つく る 責任
　 つかう 責任

　 持続可能な 生産消費形態を

確保する

　 産業と 技術革新の
　 基盤を つく ろ う

　 強靭（ レジリ エント ）なイ ンフ

ラ ※構築、包摂的かつ持続可能

な 産 業 化 の 促 進 お よ び イ ノ

ベーショ ンの推進を図る

　 人や国の不平等
　 を なく そう

　 各国内およ び各国間の不平

等を是正する

　 エネルギーを みんなに
　 そし てク リ ーン に

　 全ての人々の、安価かつ信頼

で き る 持続可能な 近代的エ ネ

ルギーへのアクセスを確保する

　 働き がいも
　 経済成長も

　 包摂的かつ持続可能な 経済

成長およ び全て の人々の完全

かつ生産的な 雇用と 働き がい

のある 人間らし い雇用（ ディ ー

セント・ ワーク ）を促進する

　 陸の豊かさ も
　 守ろ う

　 陸域生態系の保護、回復、持

続可能な利用の推進、持続可能

な 森林の経営、砂漠化への対

処、なら びに 土地の劣化の阻

止・ 回復およ び生物多様性※の

損失を阻止する

　 平和と 公正を
　 すべての人に

　 持続可能な 開発のための平

和で包摂的な社会を 促進し 、全

ての人々に司法へのアクセスを

提供し 、あら ゆるレ ベルにおい

て 効果的で 説明責任のある 包

摂的な制度を構築する

　 パート ナーシッ プで
　 目標を 達成し よ う

　 持続可能な 開発のための実

施手段を 強化し 、グロ ーバル・

パート ナーシッ プを 活性化する

アイ コ ン 説明 アイ コ ン 説明

アイ コ ン 説明 アイ コ ン 説明

　 質の高い教育を
　 みんなに

　 全て の人に包摂的かつ公正

な質の高い教育を 確保し 、生涯

学習の機会を促進する

　 安全な水と ト イ レ
　 を 世界中に

　 全て の人々の水と 衛生の利

用可能性と 持続可能な 管理を

確保する

　 貧困を
　 なく そう

　 あら ゆる場所のあら ゆる形態

の貧困を終わら せる

　 飢餓を
　 ゼロに

　 飢餓を 終わら せ、食料安全

保障および栄養改善を 実現し 、

持続可能な農業を 促進する

　 すべての人に
　 健康と 福祉を

　 あら ゆる 年齢の全て の人々

の健康的な生活を 確保し 、福祉

を促進する

　 ジェ ン ダー平等を
　 実現し よ う

　 ジ ェ ン ダ ー 平 等を 達 成し 、

全て の女性およ び女児の能力

強化を 行う
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基本構想

第2 章



　 近年、国や地域を越え、人・ モノ・ 情報等の移動が世界的に拡大しています。

　 本市に所在する鹿児島空港は、ソウル線・ 上海線・ 台北線・ 香港線が定期運行さ れ、アジア・

世界と つながっており 、加えて、近年の経済のグローバル化※は、観光資源や農林水産物など

の本市の素材を海外へ売り 込む好機でもあります。

　 また、ICT※は劇的に進展を遂げ、世界全体に急速に浸透し 、地域経済においても 、スマート

フォン等の携帯端末を中心に人々の生活や仕事に大きな変化をもたらしています。

　 このよう な状況や政府の「 明日の日本を支える観光ビジョ ン※」「 農林水産業・ 地域の活力

創造プラン※」の内容等を踏まえ、空港や高速道路、鉄道を有する交通の要衝としての本市

の優位性を 生かすと と も に、成長著し いICT化の流れに対応し た戦略的なシティ プ ロモー

ショ ン※の推進により 、「 世界にひらく 都市」を目指し ます。

　 さらに、本市は、日本で最初に国立公園に指定さ れた霧島山や天降川をはじ めとする大小

の河川、その流域に広がる豊かな田園などの風光明媚な自然、多く の歴史的文化遺産と 伝統

に支えられた特色ある文化を有しています。

　 これら の自然や歴史・ 文化を 、貴重な財産として次世代に着実に継承するため、今後も 適切

な保全に努めるととも に、教育・ 産業振興などの各分野の施策に積極的に活用し 、本市の未

来を担う 郷土愛豊かな人材の育成や地域特性を生かし たまちづく り を推進すること により 、

「 人と 自然・ 歴史・ 文化がふれあう 都市」を目指します。

1 基 本 理 念

世界にひらく  、 

人と自然・ 歴史・ 文化がふれあう 都市

基
本
理
念
に
込
め
ら
れ
た
思
い

人にやさしく  人をはぐく む

一人ひとり が輝きにぎわう  多機能都市

　 本市は、平成20 (20 0 8)年3月に策定した第一次霧島市総合計画において、まちの将来像で

ある「 人と 自然が輝き 、人が拓く 、多機能都市」を掲げ、その実現を目指し 諸施策に取り 組ん

できました。その結果、これまでも 多く の人が集まり 、そこに暮らす人の活力によってまちの魅

力が形成さ れてきました。“ まちづく り は人づく り ”と 言われるよう に、まちは人によって成り 立

ち、人が主役であり 、この視点は今後も 引き継いでいく べきも のと 考えます。

　 その上で、このまちに暮らす人が、生まれ育った郷土に誇りを持ち、ずっと住み続けたいと 思

えるよう に、また、さ らに多く の人がこのまちを訪れることを目指し 、本市の強みに目を向け、

新し い視点を示し ながらまちづく りを進めていく こと が求められます。

　 多く の人の訪れが、まちに「 にぎわい」をもたらします。人が安全・ 安心な「 く らし 」を享受し 、

人と 人と のつながり を 通じ た支え合いの中から「 やさ し さ 」が生まれ、家庭・ 地域・ 学校など

様々な場面において人を「 はぐく み」、持続可能なまちが創造さ れます。

　 そのため、市民や企業・ N PO ※などの様々な主体がそれぞれの役割を担い、知恵を出し 合い

ながら 、人と 人と が共に地域の課題解決に取り 組む「 きょ う どう 」のまちづく り を進めるとと

もに、これまで以上に、市民に「 し んらい」さ れる行財政運営に努めます。

2 将 来 像

将
来
像
に
込
め
ら
れ
た
思
い
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3 基 本 方 針 （ 政 策 ）

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

基 本構想

政 策
　 本市は、鹿児島県本土のほぼ中央部に位置し 、空港や高速道路、鉄道を有す

る交通の要衝です。この地域特性を 生かし 、本市が有する多彩な観光資源の

さ ら なる磨き上げや、観光振興やまちづく り 等の多角的な視点から 、将来にわ

たり 持続可能な公共交通ネット ワークを構築すること により 、国内外から 多く の人が訪れ、人々が行き 交う ま

ちを創造し ます。　

　 また、本市は、先端技術産業を 中心と する製造業、茶や畜産物に代表さ れる農林水産業、旅館・ ホテルなど

の観光業、多種多様な商店による商業などが営まれており 、これら の経済活動が活発に行われるこ と で、雇

用が生まれ、市民が安心して住み続けら れる環境が創出さ れます。そのため、創業し やすい環境整備や地場

産業の競争力強化を図ると と も に、社会経済環境の変化やニーズに対応し た企業誘致を 進めること により 、

働く 場の確保と 若者の地元への就職率の向上を図り ます。

　 さ ら に、農林水産業の経営基盤を 強化し 、担い手の確保・ 育成による 強い農林水産業を 育成すると と も

に、本市の恵まれた地域特性を 生かし た6 次産業化※やブランド 化の推進による農林水産物の付加価値向

上、地産地消※・ 地産外消※を推進すること により 、「 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく

り 」に取り 組みます。

産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り       

にぎわい政 策 1

　 我が国で は、都市化や核家族※化、少子化が進み、一人暮らし 世帯や高齢

者のみの世帯が増加するなど 、家族構成や家族の役割が大きく 変化し てき

ています。令和7（ 202 5 ）年には、いわゆる「 団塊の世代※」が全て後期高齢者※

と なり 、国民の3 人に1人が6 5 歳以上、5人に1人が7 5 歳以上になると 予測さ れており 、高齢化に伴う 医療

や介護の需要がさ ら に増加すること が見込まれます。

　 こ のよう な 状況の中、様々な立場の地域住民が役割を 分担し 、支え合いながら 、自分らし く 活躍できる

コ ミ ュ ニティ ※を 育成し 、公的な福祉サービ スと 融合し た、地域における包括的な支援体制を 構築していき

ます。

　 また、活力ある地域社会を 築いていく ためには、市民が生涯にわたり 心身共に健康であるこ と が重要で

あるこ と から 、ラ イフ ステージ※や個人の健康状態に応じ た健康づく り や病気の予防を 支援し 、市立医師

会医療センタ ーにおける 機能拡充などにより 、保健・ 医療体制の充実を 図り ます。

　 さ ら に、妊娠期から 乳幼児期まで の切れ目のない支援により 、誰も が安心し て子ど も を 産むこ と がで

き 、子育てに幸せや楽し さ を 実感で きる 環境を 整備すると と も に、共生社会※の実現に向けた障がい者

(児)の支援の充実を 図り 、「 誰も が支えあいながら 生き 生きと 暮らせるまちづく り 」に取り 組みます。

誰もが支えあいながら生き生きと 暮らせるまちづく り

やさしさ政 策 3

　 本市は、日本で最初に国立公園に指定さ れた霧島山、霧島山系から 裾野、平

野部を経て錦江湾まで流れる清く 豊かな天降川をはじ めと する大小1 9 9 の河

川、その流域に広がる田園など、風光明媚な自然に恵まれています。こ れに加

え、空港や高速道路、鉄道などの広域的な交通網が整備さ れ、利便性の高い都市機能を有し たまちです。

　 こ の地域特性を生かし 、今後さらに、道路・ 住宅・ 上下水道・ 超高速ブロード バンド ※の整備などの生活基盤

の充実を図るとと も に、ごみの減量化・ 資源化や環境美化活動などにより 、環境負荷の低減や自然環境の保

全を進め、都市と 自然と の調和を将来にわたって持続発展さ せていきます。

　 また、誰も が安全で安心な生活が送れるよう に、災害に強い防災基盤の整備や救急・ 救助体制の充実、交通

安全・ 防犯対策、健全な消費生活の推進を図り 、市民一人一人が日頃から 互いに声を掛け合い、地域で助け合

える仕組みを構築するとと も に、関係機関と の連携により 防災力・ 防犯力を高め、「 みどり あふれる快適で暮ら

し 続けたいまちづく り 」に取り 組みます。

みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

く らし政 策 2将来像を実現するために、次の６ つのまちづく りの基本方針（ 政策）を定めます。

施策1

にぎわい

施策2

く らし

施策3

やさしさ

施策4

はぐく み

施策5

きょう どう

施策6

し んらい
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　 高齢化や人口減少の進展に伴う 担い手不足や、個人の価値観やラ イフ スタ

イ ルの変化に伴う 市民ニーズの多様化・ 複雑化などにより 、行政が担ってきた

公共サービスを行政だけで維持すること は困難な状況になっています。

　 こ のよう な中、市民一人一人が、人権尊重の観点から 多様な考え方を認め合い、地区自治公民館や自治会

をはじ め、企業やN PO ※など、様々な主体と の連携により 、相互に補完し 合いながら 、市民主体のまち づく り

を 展開するとと も に、グローバル化の進展を踏まえ、国内外の姉妹都市等と の交流を 通じ 相互理解を深め、

国際的に活躍できる人材の育成を図ります。

　 国分・ 隼人地区の市街地に人口が集中する一方で、溝辺・ 横川・ 牧園・ 霧島・ 福山地区では人口減少が進行

し ている状況です。こ のよう な状況を踏まえ、地域を元気にする人材を育成するとと も に、移住定住の促進を

はじ めとし た交流人口※の拡大等を通じ 、活力ある地域づく り を推進します。

　 また、霧島ジオパーク は、今後、ユネスコ 世界ジオパーク ※認定を 視野に、自然保護・ 教育・ 防災・ 観光など

の様々な関係機関と 協力し ながら 、地域の持続可能な発展を目指し たジオパーク ※活動を推進します。

　 さらに、錦江湾奥会議※などにおける広域行政の推進、企業・ 学術機関・ 金融機関等と の積極的な連携を図

るとと も に、本市のブランド 力を高めるシティ プロモーショ ン※と 連動し た戦略的かつ施策横断的な取組の強

化を図ることにより 、「 市民と つく る協働と 連携のまちづく り 」に取り 組みます。

市民と つく る協働と 連携のまちづく り

きょう どう政 策 5

　 本市の児童生徒数は、一部の小中学校では増加し ているも のの、その多く

は減少傾向にあり ます。また、学校を取り 巻く 環境は、グローバル化※に対応し

た小学校における英語の教科化や、不登校、特別な配慮を 要する児童生徒へ

の対応など、ますます多様化・ 複雑化し ています。

　 こ のよう な中、本市は、学校・ 家庭・ 地域社会・ 企業等がそれぞれの役割を 担い連携し ながら 、特色ある開

かれた学校づく り を 進めるとと も に、安全で安心し て学べる教育環境の整備や自他の生命を 尊重する安全

教育を推進します。

　 また、本市特有の文化の継承・ 創造に努めながら 、誰も が生き がいを 持って健全に過ごせるよう 、様々な

学習環境を整備するとと も に、それぞれの世代に応じ た学習情報をあら ゆる機会を 通じ て提供し ます。

　 こ れら を 通じ 郷土を 愛し 、確かな学力と 体力、思いやり の心と 高い志を 有する児童生徒を 育てると と も

に、市民の様々な学習活動、スポーツ・ レクリ エーショ ン活動などへの積極的な参加を 促し 、「 社会を 生き 抜

く 力と 生涯を通じ て学びあう 力を育むまちづく り 」に取り 組みます。

社会を生き抜く 力と 生涯を通じ て学びあう 力を育むまちづく り

はぐく み政 策 4

　 少子高齢化に伴う 人口構造の変化等に伴い、市税収入をはじ めと する行政

運営のための資源は現在より 減少し ていく こと が見込まれる一方、社会保障

関連費※や一斉に更新時期を迎える公共施設の維持、更新に係る費用負担の

増加等、本市を取り 巻く 財政状況はより 厳しさ を増し ています。

　 こ のよう な中、増大する行政需要に的確に対応し ていく ため、限ら れた行政資源の中で、市民ニーズに即

応し た効果的かつ効率的な行政経営を行い、こ れまでの「 量」の改革※に加え、「 質」の改革※にも 重点を置き 、

前例にとら われない柔軟な行政経営に取り 組みます。また、将来にわたって安定的な行政サービスを提供す

るため、あら ゆる角度から 自主財源※の確保に努め、限ら れた歳入を効果的かつ効率的な歳出に転換する仕

組みを強化することにより 、持続可能な財政基盤を構築します。さらに、市政や議会に対する市民の理解と 信

頼を深めるため、市や議会が保有する情報を 適切に市民へ提供し 、情報の共有化を進めるとと も に、職員一

人一人が、市民の声に耳を傾け、積極的な姿勢を持って自ら の能力を高めていけるよう 人材育成を推進する

ことにより 、「 信頼さ れる行政経営によるまちづく り 」に取り 組みます。

信頼さ れる行政経営によるまちづく り

し んらい政 策 6

　 国勢調査の結果に基づく 本市独自の推計によると 、令和9（ 2027 ）年の推計人口は、平成29（ 2017）

年の125 ,338人（ 鹿児島県推計人口）と 比較し 、２ ％程度減少する123 ,29 8人と 推計さ れます。

　 本市は霧島市ふるさと 創生総合戦略※に掲げる各種取組を着実に推進することにより 、合計特殊出

生率※の上昇に伴う 自然増、移住定住者数や若者の地元就職率の増加に伴う 社会増を目指すこと と

し 、計画最終年度の令和9（ 2027 ）年の目標人口を127,0 0 0人と 設定します。

4 目 標 人 口

130,000

125,000

120,000

115,000

110,000

125,857 125,447 125,338 124,516 124,051 123,586 123,031 122,476 121,921 121,366 120,812 120,205 119,598

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

（ 人）

127,000人

125,857 125,447 125,338 125,242 125,140 125,037 124,800 124,563 124,325 124,088 123,850 123,574 123,298

目標人口

2015は国勢調査の確定値、2016・ 2017は鹿児島県推計人口

※国立社会保障・ 人口問題研究所

（ 年）

推計人口（ 社人研※試算） 推計人口（ 本市試算）
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後期基本計画

第3 章

施策体系図

基本計画の見方

　 　 政策１ 　 にぎわい

　 　 政策２ 　 く ら し

　 　 政策３ 　 やさ し さ

　 　 政策４ 　 はぐ く み

　 　 政策５ 　 き ょ う ど う

　 　 政策６ 　 し んら い

第3 期霧島市ふる さ と 創生総合戦略

～KIRISHIM Aみら い プロジェ ク ト ～

　 　 基本目標１ 　 訪れたいまち

　 　 基本目標２ 　  住み続けたいまち

　 　 基本目標３ 　 働き たいまち

2 4

3 6

2 8

4 4

6 0

7 6

8 8

1 0 0

1 0 8

1 0 9

1 1 0

1 1 4
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政　 策 6 基本事業 68施　 策 20

1-1 地域産業の活性化

1-2 活力ある農・ 林・ 水産業の振興

1-3 地域特性を生かし た観光の推進

1-4
地域旅客運送サービ スの
持続可能な提供の確保

2-1 自然と 共生する
良好な生活環境の形成

2-2 地球にやさ し い循環型社会の形成

2-3 快適生活の基盤づく り の推進

2-4 市民生活の安全性の向上

3 -1 健康づく り の推進と 医療体制の充実

3 -2
安心して子ども を
産み育てら れる環境の充実

3 -3
高齢者が地域で自分らし く
暮らし 続けら れる環境の充実

3 -4 共生する地域社会の実現

4 -1 立志と 将来への希望を育む
学校教育の充実

4 -2 多様な学びを支援する
社会教育の充実

4 -3 スポーツ・ 文化に親し む環境づく り

5 -1 活力ある地域づく り の推進

5 -2 人権尊重・ 男女共同参画
の推進と 多文化共生

5 -3
市の魅力と 価値を高める
多角的施策の展開

6 -1 市民の視点に立った
行政サービ スの提供

6 -2 持続可能な行財政運営の推進

し んら い
信頼さ れる

行政経営による
まちづく り

6

4 魅力的な就業環境と 担い手の確保

4 水の安定供給と 適正な排水処理

4 健全な消費生活の推進

4 結婚を 希望する人への支援

4 社会保障制度の円滑な運営

4 文化財の保存・ 継承と 活用

4
専門高校としての魅力を高める

高等学校教育の充実

4 平和意識の醸成

4 議会運営への支援

4 公有財産の適切な管理と 利活用

2 生産基盤の整備と 農山漁村の振興

2 観光素材の創出と 活用

2
バス交通の利便性向上と

効率的運行

2 創業支援と 企業誘致

2 大気・ 音環境の保全

2 ごみの適正な排出・ 処理

2
道路ネット ワークの構築と

道路施設の維持

2 火災の予防と救急・ 救助体制の充実

2 質の高い医療体制の確保

2
多様なニーズに応じ た

子育て環境の充実

2 高齢者の生活支援サービ スの充実

2 障がい者の自立と社会参加の促進

2
地域ぐるみで子ども の成長を

支える体制づく り

2
豊かな心と 健康な体を育む

支援体制の充実

2 芸術文化に親し む環境づく り の推進

2 中山間地域の活動支援

2
あら ゆる分野における

男女共同参画の推進

2 広域的な連携の推進

2 市職員の人材育成の推進

2
歳入に見合った予算編成と

適正な予算執行

3 農林水産業の稼ぐ力の向上

3 利便性の高い観光地づく り の推進

3 霧島ブランド の確立と 販路の拡大

3 環境保全意識の向上

3 地球温暖化対策の推進

3
計画的な土地の活用と

良好な景観づく り

3 交通安全・ 防犯対策の推進

3
健康危機に備えた

感染症対策の強化

3 子育てに関する負担軽減の推進

3
住民参加と 互いに支え合う

地域福祉の推進

3 生活困窮者等への支援

3
多様な学びを支援する

学習環境の充実

3 多様な教育活動・ 支援環境の充実

3 移住定住の促進

3 多文化共生の地域づく り

3 シティ プロモーショ ンの推進

3 市民と 行政による情報の相互活用

3 適正・ 公平な課税・ 収納

K IRISHIM A  みら い プロジェ クト

第3 期総合戦略

1
訪れたい

まち

2
住み続け
たいまち

3
働きたい

まち

2

1

2

1

1

4

2

4

3

3

1 2

3 4

1 2

3 4

1 2

3

1 2

3

1 2

3

1 2

1 2

1 2

1 2

1 4

2 3

1 農林水産業の担い手の育成・ 確保

1 国内外の観光客の誘致

1 総合的な公共交通の連携の強化

1 地域を支える産業の育成・ 支援

1 自然環境の保全

1 ごみの減量化・ 資源化

1 良質な住環境の整備

1
防災基盤の整備と

災害復旧対策の推進

1 健康づく り の推進と 拠点の整備

1
妊娠期から 乳幼児期までの

切れ目のない支援の充実

1
介護予防の推進と

高齢者の生きがいづく り の充実

1
障がい者（ 児）への

福祉サービスや支援体制の充実

1 生きる力を育む体験・ 交流活動の充実

1
夢実現のための学力の向上と

個性を育む教育の推進

1 スポーツに親し む環境づく り の推進

1 市民活動の支援と 協働の推進

1 人権教育・ 啓発の推進

1 産官学と の連携の推進

1
デジタル技術を活用した

行政サービスの充実

1 効率的で適応力に富んだ行政運営

にぎわい
産業の活力があふれ、

交流と 賑わいが
生まれるまちづく り

1

く ら し
みどり あふれる

快適で暮ら し 続けたい
まちづく り

2

やさ し さ
誰も が支えあいながら
生き生きと 暮ら せる

まちづく り

3

はぐ く み
社会を生き抜く 力と

生涯を通じ て
学びあう 力を育む

まちづく り

4

きょ う どう
市民と つく る
協働と 連携の
まちづく り

5

基本構想1 0 年

※丸数字は基本事業の番号です。

後期基本計画（ 5 年）

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 2524
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施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

1 1

施 策

変化する 社会経済情勢への対応

少子高齢化の進行による社会構造の変化

やコ ロ ナ禍を 契機とし た消費者のラ イ フ

スタ イ ルの変化により 、市内商工業者を取

り 巻く 社会経済情勢は大きく 変化し て い

ます。

●

市創業支援センタ ーの開設や、商工会議

所・ 商工会が開催する創業セミ ナーを通じ

た創業支援、民間主導・ 官民連携によるリノ

ベーショ ンまちづく りを推進してきまし た。

本市の地理的特性や企業立地に係る優遇

制度の充実等により 、多く の企業誘致を実

現し 、雇用創出に努めてきました。

●

●

官民連携により 、本市ならではの良質な産

品や取組を地域ブランド「 ゲンセン霧島」に

認定する制度をつく り 、普及・ 啓発に取り 組

んできまし た。

●

現 状 市内商工業者が社会経済情勢の変化に柔

軟に対応できるよう 、支援体制を構築する

必要があります。

●

新たな 産業の創出を 図るため、創業支援

や民間主導・ 官民連携によるリノ ベーショ

ン まち づく り の体制強化を 図る 必要があ

り ます。

企業ニーズに沿った工業用地の確保や、就

労ニーズを 満たす業種・ 業態の誘致を 推

進する必要があり ます。

●

●

「 ゲンセン霧島」認定制度のさ ら なる知名

度向上を 図る 取組や、特色ある認定品の

掘り起こし を行う 必要があります。

●

課  題

創業支援と 企業誘致の強化

現 状 課  題

地域産品のブ ラ ンド 化の推進

現 状 課  題

地域を 支える 産業の育成・ 支援

●

●

「 ゲンセン霧島」認定制度を推進するため、生産者等への制度の

普及・ 啓発や、特色ある認定品の充実に取り 組みます。

生産者や関係団体が連携し て、積極的に商談会などに参加する

こと で、認定品の販路拡大や販売促進を図ります。

霧島ブ ラ ンド の確立と 販路の拡大

●

●

市内商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化を図るため

の支援制度を継続するとともに、社会経済情勢の変化に柔軟に対

応できるよう 、新たな支援制度の創出に努めます。

商工会議所等と 共同で策定する経営発達支援計画に基づき、市内

商工業者の持続的な発展を伴走支援します。

創業支援と 企業誘致

●

●

●

各種専門機関と 連携した創業支援・ フォローアップに加え、デジタ

ル技術の導入支援などにより 、新たな時代のニーズに合った産業

の創出を図ります。

空き 店舗等の活用促進のほか、リノ ベーショ ンまちづく りを牽引

するプレイヤーの発掘・ 育成に努めます。

企業立地に適し た用地の確保に努めるとと もに、本市の地理的条件や人材確保面での優

位性を生かした企業誘致を積極的に推進します。

施
策
で
目
指
す
姿

商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化につな がる 各種支援

策の充実を図ること で、商工業者の所得向上を目指し ます。

創業支援やリ ノ ベーショ ンまち づく り による 産業の育成・ 創出を 推進す

ると と も に、本市の強みを 生かし た企業誘致活動を 展開し 、活力ある産

業基盤を形成し ます。

「 ゲンセン霧島」のさ ら なる知名度向上と 、認定品の販路拡大・ 販売促進

を目指し ます。

関係機関と の連携を 強化し 、多様な人材の就労や多様な働き 方を 支え

る環境づく り 、若者の地元定着に努めます。

●

●

●

●

地域産業の活性化

ハロ ーワーク 国分等と の連携体制の下、

雇用確保・ 就労支援に努めると と も に、大

学・ 専門学校・ 高校などの新卒者の市内就

職促進を 図るための各種取組を 行ってき

まし た。

● 若者・ 女性・ 高齢者・ 障がい者などの多様な就

労ニーズに応じた雇用機会の確保を促進する

とともに、若者の流出抑制に向けて、児童生徒

への地元就職の魅力発信や、大学・ 専門学校・

高校などの新卒者の市内就職促進に向けた

取組を充実・ 強化する必要があります。

●

地域産業を 支える 人材の確保

現 状 課  題 ●

●

企業・ ハロ ーワーク・ 教育機関等と の連携を強化し 、若者・ 女性・

高齢者・ 障がい者など多様な人材を生かし た地元雇用の創出や、

多様な働き方、ワーク・ ライフ・ バランス等の啓発に努めます。

就職を意識し 始める世代に向けて、市内企業や地元就職の魅力

を発信する取組を推進し 、若者の地元定着を図ります。

魅力的な 就業環境と 担い 手の確保

地域産業の活性化

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策1-1

けんいん
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施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

長年勤める会社

その目で確かめて

㈱藤田ワーク ス に地元就職

本山 凌暉 さ ん

りょう きもとやま

　 地元就職の決め手と なっ たのが、企業説明会と

工場見学会。専門分野で 世界シェ アを 獲得し てい

るこ と や、社員の考えを 大切にする 社風がある こ

と を 知り 、「 こ こ で 働き たい」と 思いまし た 。長年勤

めるから こ そ 、会社選び は自分の目で 確かめるこ

と が大事。住み慣れたま ち で 、自分の未来を 描け

るこ と も 、地元就職の良いと ころですね。

●

●

●

●

地元の商店やサービスを積極的に利用するよう 努めましょう 。

「 ゲンセン霧島」認定品などの地域産品を積極的に利用し 、その魅力や良さ を市内外の消費者に広く

伝えましょう 。

合同企業説明会や工場等見学会などの機会を通じ 、市内の企業に関心を持ちましょう 。

働く 意欲を持って、自ら 積極的にスキルアッ プに取り組みましょう 。 

●

●

●

●

●

●

関係機関と連携して、商工業者の魅力創出に取り 組みましょう 。

社会経済情勢の変化やニーズに対応した商品・ サービスの提供に努めましょう 。

「 ゲンセン霧島」認定制度やふるさと納税を活用して、地域産品の販路拡大等につなげましょう 。

求める人材や働く 場としての魅力を積極的に情報発信しましょう 。

経営の質を高めるため、従業員の意識啓発や人材育成研修に努めましょう 。

ワーク・ ライフ・ バランス等が図られた働きやすい職場環境づく りを推進しましょう 。

商工会議所・ 商工会・ 事業者等で

地域産業の活性化

法人市民税・ 法人税割の納税義務者数

創業支援センタ ーと 創業セミ ナーにおける
起業・ 創業者数

立地協定締結件数（ 増設を含む、累計）

「 ゲンセン霧島」認定件数

高校卒業時の市内就職率

2 0 事業者/年

10 0 件

6 5 件

3 ,5 0 0 件

4 0 .0 ％

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

6 0 件
（ 2021 ）

8 0 件
（ 2021 ）

11事業者/年
（ 2021 ）

3 ,4 32 件
（ 2 022 ）

3 4 .2 ％
（ 2021 ）

経営発達支援計画

創業支援等事業計画

事業継続力強化支援計画

第２ 期子ども・ 子育て支援事業計画

2 02 2～20 26

2 02 3 ～2 02 7

2 02 3 ～2 02 7

2 02 0 ～2 02 4

個別計画名 計画期間

第３ 次男女共同参画計画

第６ 期障害福祉計画

すこやか支え合いプラン 20 21

2 02 3 ～20 29

2 021～2 02 3

2 021～2 02 3

個別計画名 計画期間

関　 　 連
個別計画

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2 027 ）

施策1-1

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

0

2 5

5 0

7 5

1 0 0

その他運輸業製造業

本市発足後に企業と 立地協定を

締結し た 件数。大半が製造業・ 運

輸 業 で 、そ の 他 は 卸 売 業・ 郵 便

業・ ガス 業・ 専門技術業。過去5 年

間 の 伸 び 率 を 基 に 、現 状 値 の

2 5 ％増加を目指す。

立地協定締結件数(増設を含む、累計）

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

件

年度

4 7

5
5

5 7

4 9

5
5

5 9

5 3

7
6

6 6

6 0

8

6

7 4

6 5

9

6

8 0

1 0 0

0

1 7 .5

3 5

5 2 .5

7 0

取組・ 活動産品・ サービス

2 0 1 8 年度から 認定制度を 開始。

原則3 年ごと の再認定と 、新規認

定の掘り 起こ し により 、現状値か

ら 5 件増加を 目指す。

「 ゲンセン 霧島」認定件数

2 0 1 8 2 0 2 02 0 1 9 2 0 2 1 目標値

件

年度

3 3

5
5 3

4 1

8

6 1

3 8

5 3

7

7

6 0

4 8

6 5

出典： 商工振興課(2 0 2 1 年度）

出典： 霧島ガスト ロノ ミ ー推進協議会

　 　   (2 0 2 1 年度)

霧島ガスト ロノ ミ ーブランド「 ゲンセン霧島」と は

　 市内産官学で組織する「 霧島ガスト ロノ ミ ー推進協議会」

では、平成3 0 (2 0 1 8 )年から霧島ガスト ロノ ミ ーブランド「 ゲ

ンセン霧島」認定制度に取り 組んでいます。認定制度の目的

は、地域産品を認定品とし てブランド 化し 販売拡大を図るこ

と 、さ ら に認定品を 通じ て 霧島全体のイメ ージアッ プを 図

り 、相乗的に本市への誘客拡大、地域経済の活性化を実現し

ていく ことにあります。

　「 ガスト ロノ ミ ー」は「 地域を 丸ごと 味わう 」と いう 西洋起

源の考え方で、「 ゲンセン」には霧島と いう 源泉（ ゲンセン）か

ら湧き出るモノ・ コト・ 人を厳選（ ゲンセン）し 発信すると いう

意味が込めら れています。認定品には食育活動などの取組

や活動も 含まれており 、それぞれに込めら れた生産者の思

いやスト ーリ ーなどは、パンフレット や公式サイト で詳しく 紹

介し ています。認定品には「 ゲンセン霧島」ロゴが表示さ れ、

市内の物産館等を中心に販売さ れていますので、ぜひお試

しく ださ い。

霧島ガスト ロノ ミ ーの

公式サイト は

こ ちらから

市民一人一人で

3130

施策に 関連する

SD Gｓ のゴールを

表示しています。

第3 期霧島市ふるさ と 創生

総合戦略に該当する 基本

事業を示しています。

KPIや施策に関連するグラフ

等を表示しています。

施策に関連する取組な

どを説明しています。

施策に 関連する 個別

計画名と 、そ の期間を

記載し ています。

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

「 施策の現状と課題」

を踏まえた、5年間の

施策の方向性を 記

載しています。

施策で目指す姿
施策を 展開する に 当

たって踏まえておく べ

き 社会経済情勢や、本

市における現状と 課題

を記載しています。

施策の現状と課題 「 施策で目指す姿」を実現

するため、市民・ 地域・ 事

業者等に期待する役割を

記載し て いま す。ま た 、

「 できること 」に取り 組ん

で い る 市 民 の イ ン タ

ビューも紹介しています。

みんなができること

「 施策で 目指す姿」を 実

現するための基本と なる

事業の方向性を記載して

います。

施策で目指す姿を

実現するための基本事業

施策の進捗状況を測る「 も

のさし 」とし て設定し たKPI

(重要業績評価指標）を示し

ています。毎年度の施策評

価※において、KPIの推移を

見ながら 、施策の展開状況

を振り返ります。

施策の進捗状況を測るためのKPI

目標値の方向性

　： 増加を目指す

　： 減少を目指す

　： 現状維持を目指す

　 :増加の抑制を目指す
STO P
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施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

1 1

施 策

変化する 社会経済情勢への対応

少子高齢化の進行による社会構造の変化

やコ ロ ナ禍を 契機とし た消費者のラ イ フ

スタ イ ルの変化により 、市内商工業者を 取

り 巻く 社会経済情勢は大きく 変化し て い

ます。

●

市創業支援センタ ー※の開設や、商工会議

所・ 商工会が開催する創業セミ ナーを 通じ

た創業支援、民間主導・ 官民連携によるリノ

ベーショ ンまちづく り ※を推進してきました。

本市の地理的特性や企業立地に係る優遇

制度の充実等により 、多く の企業誘致を 実

現し 、雇用創出に努めてきました。

●

●

官民連携により 、本市なら ではの良質な産

品や取組を 地域ブラ ンド「 ゲンセン霧島※」

に認定する制度をつく り 、普及・ 啓発に取り

組んできまし た。

●

現 状 市内商工業者が社会経済情勢の変化に柔

軟に対応できるよう 、支援体制を 構築する

必要があります。

●

新たな 産業の創出を 図るため、創業支援

や民間主導・ 官民連携によるリノ ベーショ

ン まち づく り の体制強化を 図る 必要があ

り ます。

企業ニーズに沿った工業用地の確保や、就

労ニーズを 満たす業種・ 業態の誘致を 推

進する必要があり ます。

●

●

「 ゲンセン 霧島」認定制度のさ ら なる知名

度向上を 図る 取組や、特色ある 認定品の

掘り 起こしを行う 必要があります。

●

課 題

創業支援と 企業誘致の強化

現 状 課 題

地域産品のブ ラ ンド 化の推進

現 状 課 題

地域を 支える 産業の育成・ 支援

●

●

「 ゲンセン霧島」認定制度を 推進するため、生産者等への制度の

普及・ 啓発や、特色ある認定品の充実に取り 組みます。

生産者や関係団体が連携し て、積極的に商談会などに参加する

こと で、認定品の販路拡大や販売促進を図ります。

霧島ブ ラ ンド の確立と 販路の拡大

●

●

市内商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化を図るため

の支援制度を継続するとともに、社会経済情勢の変化に柔軟に対

応できるよう 、新たな支援制度の創出に努めます。

商工会議所等と 共同で策定する経営発達支援計画に基づき 、市内

商工業者の持続的な発展を伴走支援します。

創業支援と 企業誘致

●

●

●

各種専門機関と 連携した創業支援・ フォローアッ プに加え、デジタ

ル技術の導入支援などにより 、新たな時代のニーズに合った産業

の創出を図ります。

空き 店舗等の活用促進のほか、リノ ベーショ ンまち づく り を 牽引

するプレイヤーの発掘・ 育成に努めます。

企業立地に適し た用地の確保に努めるとと も に、本市の地理的条件や人材確保面での優

位性を生かした企業誘致を積極的に推進します。

施
策
で
目
指
す
姿

商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化につながる各種支援

策の充実を図ることで、商工業者の所得向上を目指します。

創業支援やリノ ベーショ ンまちづく りによる産業の育成・ 創出を推進す

るとと も に、本市の強みを生かし た企業誘致活動を展開し 、活力ある産

業基盤を形成します。

「 ゲンセン霧島」のさら なる知名度向上と 、認定品の販路拡大・ 販売促進

を目指します。

関係機関と の連携を強化し 、多様な人材の就労や多様な働き 方を支え

る環境づく り 、若者の地元定着に努めます。

●

●

●

●

地域産業の活性化

ハロ ーワーク 国分等と の連携体制の下、

雇用確保・ 就労支援に努めると と も に、大

学・ 専門学校・ 高校などの新卒者の市内就

職促進を 図るための各種取組を 行ってき

まし た。

● 若者・ 女性・ 高齢者・ 障がい者などの多様な就

労ニーズに応じた雇用機会の確保を促進する

とともに、若者の流出抑制に向けて、児童生徒

への地元就職の魅力発信や、大学・ 専門学校・

高校などの新卒者の市内就職促進に向けた

取組を充実・ 強化する必要があります。

●

地域産業を 支える 人材の確保

現 状 課 題 ●

●

企業・ ハロ ーワーク・ 教育機関等と の連携を 強化し 、若者・ 女性・

高齢者・ 障がい者など多様な人材を生かし た地元雇用の創出や、

多様な働き方、ワーク・ ライフ・ バランス※等の啓発に努めます。

就職を 意識し 始める世代に向けて、市内企業や地元就職の魅力

を発信する取組を推進し 、若者の地元定着を図ります。

魅力的な 就業環境と 担い 手の確保

地域産業の活性化

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策1-1

けんいん
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施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

長年勤める会社

その目で確かめて

㈱藤田ワーク スに地元就職

本山 凌暉 さ ん

りょうきもとやま

　 地元就職の決め手と なっ たのが、企業説明会と

工場見学会。専門分野で 世界シェ アを 獲得し てい

る こ と や、社員の考えを 大切にする 社風があるこ

と を 知り 、「 こ こ で 働きたい」と 思いまし た。長年勤

めるから こ そ、会社選びは自分の目で 確かめるこ

と が大事。住み慣れたま ち で 、自分の未来を 描け

るこ と も 、地元就職の良いと ころですね。

●

●

●

●

地元の商店やサービスを積極的に利用するよう 努めましょう 。

「 ゲンセン霧島」認定品などの地域産品を積極的に利用し 、その魅力や良さ を市内外の消費者に広く

伝えましょう 。

合同企業説明会や工場等見学会などの機会を通じ 、市内の企業に関心を持ちましょう 。

働く 意欲を持って、自ら 積極的にスキルアッ プに取り 組みましょう 。 

●

●

●

●

●

●

関係機関と 連携して、商工業者の魅力創出に取り 組みましょう 。

社会経済情勢の変化やニーズに対応した商品・ サービスの提供に努めましょう 。

「 ゲンセン霧島」認定制度やふるさと 納税※を活用して、地域産品の販路拡大等につなげましょう 。

求める人材や働く 場としての魅力を積極的に情報発信しましょう 。

経営の質を高めるため、従業員の意識啓発や人材育成研修に努めましょう 。

ワーク・ ライフ・ バランス※等が図られた働きやすい職場環境づく りを推進しましょう 。

商工会議所・ 商工会・ 事業者等で

地域産業の活性化

法人市民税・ 法人税割※の納税義務者数

創業支援センタ ー※と 創業セミ ナーにおける
起業・ 創業者数

立地協定締結件数（ 増設を含む、累計）

「 ゲンセン霧島※」認定件数

高校卒業時の市内就職率

20 事業者/年

10 0 件

65 件

3 ,50 0 件

40 .0 ％

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

60 件
（ 2 021 ）

8 0 件
（ 2 021 ）

11事業者/年
（ 2 021 ）

3 ,4 32 件
（ 2 02 2 ）

3 4 .2％
（ 2 021 ）

経営発達支援計画

創業支援等事業計画

事業継続力強化支援計画

第２ 期子ども・ 子育て支援事業計画

2 02 2～2 02 6

2 02 3 ～2 02 7

2 02 3 ～2 02 7

2 02 0 ～2 024

個別計画名 計画期間

第３ 次男女共同参画計画

第６ 期障害福祉計画

すこやか支え合いプラン2 021

2 02 3 ～2 029

2 021～2 02 3

2 021～2 02 3

個別計画名 計画期間

関　 　 連
個別計画

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策1-1

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

0

2 5

5 0

7 5

1 0 0

その他運輸業製造業

本市発足後に企業と 立地協定を

締結し た 件数。大半が製造業・ 運

輸 業 で 、そ の 他は卸 売 業・ 郵便

業・ ガス 業・ 専門技術業。過去5 年

間 の 伸 び 率 を 基 に 、現 状 値 の

2 5 ％増加を 目指す。

立地協定締結件数(増設を含む、累計）

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

件

年度

4 7

5
5

5 7

4 9

5
5

5 9

5 3

7
6

6 6

6 0

8
6

7 4

6 5

9

6

8 0

1 0 0

0

1 7 .5

3 5

5 2 .5

7 0

取組・ 活動産品・ サービス

2 0 1 8 年度から 認定制度を 開始。

原則3 年ごと の再認定と 、新規認

定の掘り 起こし により 、現状値か

ら 5 件増加を 目指す。

「 ゲンセン霧島」認定件数

2 0 1 8 2 0 2 02 0 1 9 2 0 2 1 目標値

件

年度

3 3

5
5 3

4 1

8

6 1

3 8

5 3

7

7

6 0

4 8

6 5

出典： 商工振興課(2 0 2 1 年度）

出典： 霧島ガスト ロノ ミ ー推進協議会
　 　   (2 0 2 1 年度)

霧島ガスト ロノ ミ ーブランド「 ゲンセン霧島」と は

　 市内の産官学※で組織する「 霧島ガスト ロノ ミ ー推進協議

会」では、平成3 0 (2 0 1 8 )年から 霧島ガスト ロノ ミ ーブラ ンド

「 ゲンセン霧島」認定制度に取り 組んでいます。認定制度の

目的は、地域産品を 認定品とし てブラ ンド 化し 販売拡大を 図

ること 、さ ら に認定品を 通じ て霧島全体のイメ ージアッ プを

図り 、相乗的に本市への誘客拡大、地域経済の活性化を 実

現し ていく こと にあり ます。

　「 ガスト ロノ ミ ー」は「 地域を 丸ごと 味わう 」と いう 西洋起

源の考え方で、「 ゲンセン」には霧島と いう 源泉（ ゲンセン）か

ら 湧き 出るモノ・ コト・ 人を 厳選（ ゲンセン）し 発信すると いう

意味が込めら れています。認定品には食育活動などの取組

や活動も 含まれており 、そ れぞれに込めら れた生産者の思

いやスト ーリ ーなどは、パンフレット や公式サイト で詳しく 紹

介し ています。認定品には「 ゲンセン霧島」ロゴ が表示さ れ、

市内の物産館等を 中心に販売さ れていますので、ぜひお試

しく ださ い。

霧島ガスト ロノ ミ ーの

公式サイト は

こ ちら から

市民一人一人で
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1 2

施 策

担い 手や新規就農・ 就業者への支援

農業協同組合や森林組合等と 連携し 、技

術面や経営面、労働条件の改善等への支

援に取り 組んできまし た。

●

ほ場整備※や鳥獣被害※防除対策等により 、

生産基盤※とし ての農用地の整備･保全に

努めてきました。

間伐※・ 再造林※への支援等により 、山林保

全に努めてきました。

●

●

全国茶品評会※における「 霧島茶」の上位

入賞に向けた取組や「 ゲンセン霧島※」認定

制度、ふるさ と 納税※の活用により 、農林水

産物の認知度向上と 販路拡大を 図ってき

まし た。

●

現 状 高齢化等による担い手不足が深刻化し て

いるこ と から 、関係団体等と 連携し 、引き

続き 担い手や新規就農・ 就業者への支援

に取り 組む必要があり ます。

●

人口減少等による荒廃農地や鳥獣被害が

増加傾向にあるこ と から 、生産基盤の整

備等に取り 組み、農山漁村の環境を 維持し

ていく 必要があり ます。

●

霧島茶を はじ めと する本市の農林水産物

のさら なる認知度向上や、少量多品目の農

林水産物の付加価値を 高める取組が必要

です。

●

課 題

農山漁村の環境維持

現 状 課 題

農林水産物の認知度向上

現 状 課 題

農林水産業の担い 手の育成・ 確保

●

●

農林水産物の販路拡大を 図るため、新たなPRを 行う 生産者や団

体の取組を支援します。

農林水産業者への「 ゲンセン霧島」認定制度やふるさ と 納税の活

用促進により 、農林水産物の認知度を 高め、消費拡大につなげる

こと で、農林水産業の稼ぐ力の向上を図ります。

農林水産業の稼ぐ 力の向上

●

●

機械導入や施設整備、農地の集積・ 集約等への支援により 、生産性

の向上を図ることで、担い手の育成と 新規就農・ 就業者の確保に

努めます。

関係機関と の連携により 、技術面や経営面、労働環境等に対する

支援を行い、農林水産業の経営の安定化を図ります。

生産基盤の整備と 農山漁村の振興

●

●

計画的なほ場整備や農業用施設の維持管理、鳥獣被害防除対策、

漁港や漁場の整備により 、農山漁村の環境保全に努めます。

間伐・ 再造林を推進すること で、森林資源の循環利用を図るとと

もに、計画的な施業による山林の保全に努めます。

施
策
で
目
指
す
姿

農林水産業の生産性の向上や労働環境改善に対する支援を行い、担い手

や新規就農・ 就業者の育成・ 確保に努めます。

農林水産業を支える生産基盤の整備・ 保全に取り組み、地域特性を生かし

た農山漁村の振興を図ります。

良質で付加価値の高い農林水産物の生産と 消費拡大等を促進すること

で、農林水産業者の所得の向上と経営安定を目指します。

●

●

●活力ある 農・ 林・ 水産業の振興

活力ある農・ 林・ 水産業の振興

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策1-2

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り
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2 1 2 .2

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

2 5 0

本市の農林水産物の魅力

　 本市は錦江湾に臨み、夏場の冷涼な気象条件を 生かし た

丘陵森林農業地域と 温暖な 気候の田園住宅地域で 農林水

産 業 が 営 ま れて い ま す 。そ の 中 で も 畜 産 業 は 、令 和 4

（ 2 0 2 2 ）年1 0 月に開催さ れた全国和牛能力共進会鹿児島

大会の種牛の部で内閣総理大臣賞を 受賞し 、全国繁殖雌牛

約6 0 万頭の頂点と なる日本一の栄誉を獲得し まし た。

　 また、「 霧島茶」は全国茶品評会※で毎年優秀な 成績を 収

めており 、有機JA Sを 取得し た茶畑は鹿児島県内の約2 5 ％

を 占めるなど、安全・ 安心なお茶の栽培に努めています。最

近は、日本有数の抹茶の原料の産地とし て海外でも 高い評

価を 得て いま す。そ のほか、果樹の栽培も 盛んで 、令和元

（ 2 0 1 9 ）年度は、梨の栽培面積・ 生産量が共に県内1 位、ぶ

どう の栽培面積は県内1 位と なっています。皆さ んも 、市内4

カ 所の物産館のほか、様々な 場所で販売さ れている本市産

の農林水産物を、ぜひ食べてみてく ださ い。

安全で新鮮

地産地消が農業の応援に

霧島N EO -FA RM ERS！
（ 新規就農者団体）会長

和田 新 さ ん

　 農業は「 食」の安全と 確保を 支える大切な仕事。

食を 通し て品種や生産者、作ら れた地域のこ と な

ど 、農作物の背景ま で 知っても ら え たら う れし い

です。私たち の商品は新鮮さ も 売り 。物産館で買っ

たり 、地域の飲食店など で 味わっ たり できるので、

ぜひお試し く だ さ い。皆さ んが食べてく れる こ と

が、農業への一番の応援になり ます。

●

●

農地や山林などの適切な管理に努めましょう 。

農林水産物の地産地消※を心掛け、市内外にその魅力を伝えましょう 。

市民一人一人で

●農林水産物の地産地消を心掛けましょう 。

●

●

●

安定的な経営を目指し 、安全・ 安心な農林水産物の供給や担い手・ 後継者の育成に努めましょう 。

農林水産物の魅力や農林水産業の職場環境等について、SN S※など活用し 、広く 発信しましょう 。

地産地消の推進、安全・ 安心な産地づく りを目指し 、出荷体制を整えましょう 。

農業振興地域整備計画

森林整備計画

農村振興基本計画

2 013 ～2 02 3

2 021～2 0 3 0

2 014 ～2 02 3

個別計画名 計画期間

園芸産地活性化プラン

鳥獣被害防止計画

2 021～2 02 3

2 02 2～2 024

個別計画名 計画期間

関　 　 連
個別計画

活力ある農・ 林・ 水産業の振興

農林水産業の生産・ 流通等は活力があると
思う 市民の割合

新規就農者数

農業産出額（ 推計）

林業生産額

水産業生産額

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

10 億710 0 万円
（ 2 02 2 ）

212 億2 0 0 0 万円
（ 2 02 2 ）

5人/年
（ 2 021 ）

33 .4 %
（ 2 02 2 ）

1億4 0 0 0 万円
（ 2 02 2 ）

212 億2 0 0 0 万円

10 億710 0 万円

38 .2 %

10人/年

1億4 0 0 0 万円

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策1-2

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

しんわだ

ネオ ファーマーズ

野菜 米 その他肉用牛鶏

2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 2 0 2 2 目標値

億円

年度

5 9 .8

2 4 . 2

1 7 .5

4 8 . 0

2 1 6 . 2
2 2 8 .7

5 2 . 0

1 7 .7

2 1 . 2

6 1 . 4

6 8 .97 1 . 2

6 2 .0

2 6 .1

1 8 . 4

5 1 .0

7 6 .9

5 9 .1

1 7 . 2

1 6 . 8

5 1 .5

7 8 .8

5 4 . 4

1 8 . 3

1 6 . 0

4 4 .7

2 2 1 .2 2 2 1 .5
2 1 2 .2

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

人

年度

1 4

1 7

1 1
1 0

5

1 0

農家数の減少と と も に減少傾向

にあるが、生産性の向上を 図る こ

と で 現状維持を目指す。

出典： 農林水産省・ 市町村別農業産出額

　 　   （ 推計）（ 2 0 2 2 年度）

農業産出額（ 推計）

新規就農者数

国や県、市の支援により 増加傾向

にあっ たが、2 0 1 9 年度以降は減

少傾向にあ る 。担い 手不足が深

刻化し てる こ と から 、1 0 人/年の

確保を 目指す。

出典： 姶良・ 伊佐地域振興局（ 2 0 2 1 年度）0

5

9

1 4

1 8

農林水産業者・ 関係団体で

飲食店等で

6 6 .7
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1 3

施 策

社会環境の変化等に 対応し た 誘客対策

コ ロ ナ禍による過去に類を 見な い観光需

要の落ち 込みに対し 、行政や地域、観光関

連団体等が一体と なって、各種キャンペー

ンなど誘客促進に取り 組んできまし た。

●

自然や歴史・ 文化、温泉、食などの多種多様

な観光素材や、日当山西郷どん村※を 活用

し たＰＲ、観光・ 物産の振興等に取り 組んで

きました。

価値観の多様化や旅行形態の変化に伴い、

観光ニーズも オンリ ーワンや特別なモノ・

体験・ スト ーリ ーなどが重要視さ れるなど、

多様化・ 複雑化してきています。

●

●

コ ロナ禍を契機に、施設の新たな利用形態

を創出するため、Ｗｉ -Ｆｉ ※環境の整備を進め

るなど、利便性の向上を図ってきまし た。

●

現 状 コ ロ ナ禍による 人々の意識・ 行動の変容

や観光ト レンド ※の変化などに柔軟に対応

し た効果的な 誘客対策を さ ら に進める 必

要があります。

●

観光客に「 選ばれる 」「 また訪れたく なる 」

観光地を目指して、観光ニーズに合った観

光素材の創出や活用をさ ら に進める 必要

があり ます。

●

誰も が安心・ 快適に観光できるよう 、施設

の環境整備や二次アクセス※の確保を図る

など、満足度の高い、快適な観光地づく り

を進める必要があります。

●

課 題

観光ニーズの多様化・ 複雑化

現 状 課 題

快適な 観光地づく り

現 状 課 題

国内外の観光客の誘致

●

●

施設などのユニバーサルデザイン※化や多言語表記※による案内

板の設置、W i-Fi環境の整備を促進します。

個人旅行の増加など旅行形態の変化に対応するため、主要な交

通結節点である空港や駅から の二次アクセスの確保を図ります。

利便性の高い 観光地づく り の推進

●

●

本市の豊富な観光素材や空港、高速道路等が整備さ れた観光地と

しての可能性を 最大限に生かしつつ、社会環境や旅行形態の変化

などを的確に捉え、観光関係団体等と 一体と なった誘客活動をさ

らに推進します。

旅行動機を喚起するSN S※等を活用した情報発信などにより 、「 観

光地・ 霧島」のさらなる知名度向上に取り 組みます。

観光素材の創出と 活用

●

●

●

JR肥薩線沿線周辺の整備や、ジオパークサイト ※等の地域資源を

活用したガイド ツーリズム※の推進など、観光素材の魅力を引き出

し 、高める取組を推進します。

周遊観光の促進を図るため、観光ニーズに対応した広域観光ルー

ト の開発や観光素材の活用を推進します。

多様化・ 複雑化する観光ニーズに対応した、「 霧島ならでは」の観光素材の創出を図ります。

施
策
で
目
指
す
姿

社会環境や旅行形態の変化などに対応し た誘客対策を推進し 、観光客

の増加を目指すとと も に、戦略的な情報発信により「 観光地・ 霧島」の知

名度向上を図ります。

国内外の観光客に「 選ばれる」「 また訪れたく なる」観光地と なるよう な

観光素材の創出や活用を推進します。

社会環境の変化や新たな観光ニーズに対応すること で、「 誰も が訪れた

く なる」「 安心・ 快適な」「 利便性の高い」観光地づく りを推進します。

●

●

●

地域特性を生かし た観光の推進

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

地域特性を 生かし た
観光の推進

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

せ　 　ご

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策1-3

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

3736
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本市の温泉の魅力

　 本市には4 つの温泉郷があり ます。泉質は、含まれている

化学成分の種類と その含有量によって1 0 種類に分類するこ

と ができますが、市内には単純温泉、二酸化炭素泉、炭酸水

素塩泉、塩化物泉、硫黄塩泉、含鉄泉、硫黄泉、酸性泉、放射

能泉の9 種類がそろっています。泉質によって適応症も 異な

り 、例えば炭酸水素塩泉は肌の清浄・ 美肌効果があること か

ら「 美肌の湯」、硫黄塩泉は切り 傷や打ち 身への鎮静効果が

あること から「 傷の湯」と も いわれます。立ち 寄り 湯、旅館、自

炊宿、足湯など様々な種類がある温泉施設の中でも 、鹿児島

では定番の「 家族湯」は全国的にも 珍しく 、本市がその発祥

の地と 伝わって おり 、地元の小学生は温泉の魅力に触れる

「 浴育（ よく いく ）」学習を行っています。

　 また、市・ 観光協会等で組織する「 いざ 霧島キャン ペーン

実行委員会」では、「 きりし まゆ旅」デジタ ルスタ ンプ ラリ ー

を 通年で開催し ていますので、心と 体のリ フレッ シュに温泉

巡り を楽し んでみてはいかがでしょう か。

見つけて、広めて

「 観光地・ 霧島」の魅力

元霧島ふるさと大使

佐藤 七星 さ ん

ななせさとう

　 ふる さ と 大使の活動で 、霧島市が歴史や文化、

多く の特産品や観光資源に恵まれているこ と に気

付き まし た。知ら ないのがも っ たいないく ら い、お

いし い物や楽し い体験も たく さ ん。皆さ んも 市内

の観光地やイベント に出掛けたら 、きっ と「 お気に

入り 」が見つかる はずです。見つけたら 、ぜひ友人

にも 教えてく ださ いね。

●「 観光地・ 霧島」の魅力を知り 、SN S※等を活用し て多く の人に情報発信しましょう 。

●

●

●

官民一体と なった、効果的な誘客に取り 組みましょう 。

観光客に「 選ばれる」、質の高いサービスの提供に努めましょう 。

観光ニーズに合った宣伝活動・ 人材育成など、受入体制の整備に努めましょう 。

地域特性を生かし た観光の推進

観光客数（ 宿泊+ 日帰り ）

国内宿泊客数

外国人宿泊客数

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

1,179人/年
（ 2 021 ）

5 4 0 ,9 5 8人/年
（ 2 021 ）

4 ,491,9 5 4人/年
（ 2 021 ） 7,490 ,0 00人/年

770 ,0 0 0人/年

120 ,0 0 0人/年

施策1-3

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

外国人宿泊客数観光客数（ 宿泊+ 日帰り ）

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

万人

年

7 7 3 .0

1 3 . 8

7 6 0 .7

1 3 . 9

7 4 8 .9

1 2 .6

5 1 7 .8

1 .7

4 4 9 .2

0 .1

7 4 9 .0

1 2 .0

0

2 0 0

4 0 0

6 0 0

8 0 0

・ 観光客数（ 宿泊＋日帰り ）と 外国人宿泊客数

2 0 2 0 年以降はコ ロ ナ禍により 、

ど ちら も 大き く 落ち 込んで いる 。

積極的な 観光P R 等を 推進する

こ と で、コ ロ ナ禍前の水準回復を

目指す。

出典： 観光P R 課・ 霧島市観光統計
　 　   （ 2 0 2 1 年）

6

1 3

1 9

2 5

国分IC

隼人東IC

溝辺鹿児島空港IC

隼人西IC

横川IC

霧島温泉郷

妙見・ 安楽温泉郷

霧島神宮温泉郷

日当山温泉郷

「 きりし まゆ旅デジタ ル

スタ ンプラリ ー」は

こちらから

事業者・ 団体で

市民一人一人で

霧島温泉大使「 アヒ ル隊長」
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1 4

施 策

空港・ 鉄道を 軸と し た 二次アク セ ス ※の充実

本市は空港をはじ め、JR日豊本線・ 肥薩線

に1 1 の駅等を 有する 南九州の交通の要

衝と なっています。

令和2（ 2 0 2 0 ）年7 月豪雨※によるJＲ肥薩

線の被災に加え、コ ロナ禍による利用者数

の大幅な減少が鉄道事業者の経営に深刻

な影響を 及ぼすなど、在来線を 取り 巻く 環

境は一層厳し さ を 増し ています。

●

●

ふれあいバス ※・ デマンド 交通※など のコ

ミ ュニティ バスや観光バス等は、市民や観

光客の重要な移動手段となっています。

人口減少やライフスタ イ ルの多様化による

バス利用者の減少に加え、コ ロナ禍による

運送収入の大幅な減少や慢性的な運転手

不足により 、バス路線の維持・ 確保は困難

な状況です。

●

●

現 状 国内外に広がる 就航先と の交流、空港や

飛行機に身近に接すること ができる立地、

経済波及効果など、鹿児島空港によって生

み出さ れる様々なプラ ス面を 本市の活性

化につなげる取組が必要です。

鉄道は地域住民の日常の交通手段とし て

大き な役割を 果たし 、沿線地域の振興、観

光客誘致を 進める 上でも 重要です。将来

にわたり 鉄道の維持・ 存続が図ら れるよ

う 、県や関係機関と の連携を 強化し ていく

必要があります。

●

●

多様化する 地域住民の移動ニーズに的確

に対応するためには、ふれあいバスやデマ

ンド 交通等の運行による 移動手段の維

持・ 確保のほか、医療機関・ 商業施設内へ

の停留所の設置やＪ Ｒ・ 路線バスと の乗り

継ぎの円滑化など、地域公共交通※の「 質」

の向上が重要です。

●

課 題

バス 路線の維持・ 確保

現 状 課 題

総合的な 公共交通の連携の強化

●

●

航空については、県や関係機関と の連携を図り ながら 、国内外の

新規路線等の誘致や空港から 市内観光地等への二次アク セス

の充実に努めます。

鉄道については、県や関係機関と の連携を図り ながら 、路線や運

行本数の維持・ 存続を 図ると と も に、駅利用者の利便性の向上

に努めます。特に、令和2 年7月豪雨で被災し たJR肥薩線の全線再開と 路線維持に向け

て、鉄道利用の魅力発信に向けた取組を強化し ます。

バス 交通の利便性向上と 効率的運行

●

●

バス路線の維持・ 確保のみならず、環境に配慮し た小型車両への

転換やデジタ ルを活用した運行など、地域公共交通の「 質」の向上

に向けた取組を推進します。

個人旅行の増加や観光客の回復などを視野に、空港から 霧島神

宮方面への二次アクセスの利便性の向上はますます重要と なっ

ていることから、事業者等と 連携を図り 、機能強化に努めます。

施
策
で
目
指
す
姿

空港・ 鉄道・ バス等が相互に連携し 、利便性の高い総合的な公共交通

ネット ワークの構築を目指します。

バスの利用実態や地域ニーズを 踏まえた運行形態の見直し を 行う と

と も に、M a a S※、A I※の導入など、新し い技術やアイ デアを積極的に導

入し ます。

●

●

地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保

総合
戦略

総合
戦略

地域旅客運送サービ スの
持続可能な提供の確保

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策1-4

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

日当山

隼人 国分

表木山 中福良 嘉例川 霧島温泉 植村

霧島神宮 北永野田

大隅横川

至 鹿児島中央・・・ ・・・ 至 都城

・・・ 至 吉松

肥薩線

日豊本線

霧島市内の

JR路線と 駅
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デジタ ルの活用で公共交通の利便性も 向上

　 令和3（ 2 0 2 1 ）年1 0 月に運行を 開始し た、隼人町内を 運

行する「 はやと 循環ワゴン 」に、バスロケーショ ンシステムを

導入し ています。こ のシステムにより 、スマート フォンやパソ

コ ンでワゴン の位置情報をリ アルタ イ ムに確認するこ と が

でき ます。車内の混雑状況も 確認でき るため、「 ワゴンに乗

り たかったけれど、満車で乗れなかった」と いう 事態を 避ける

こと も 可能です。

　 市では、今後、環境に配慮し た小型車両の導入やＡＩ を 活

用し た新たな交通モード の導入など、地域公共交通※の利便

性向上に向けた取組を進めていきます。

未来に残そう 、

地域の公共交通

公共交通の利用者

上平田 茂 さ ん

かみひらた しげる

　 将来、運転免許証を 返納し たと き 、地域に公共

の移動手段が残っているか不安で す。週に一回は

循環バスで 市街地へ買い物などに行き ますが、車

内で 顔見知り がで き たり 、計画的に用事を 済ませ

ら れたり する 点はバスのいいと こ ろ 。乗っ た 感想

を 地域で 情報共有し 、誘い合わせる と 、き っ と 利

用者も 増えると 思います。

●

●

地域住民自ら が公共交通を支える一員とし て、ＪＲや空港の利用促進に努めましょう 。

子ども の頃から バスに慣れ親し む機会を設けましょう 。

●

●

●

乗り 継ぎの利便性向上やバリアフリ ー※化などに努め、誰も が利用しやすい環境を整備しましょう 。

利用実態や地域ニーズの的確な把握に努めましょう 。

通勤手段の一つとし て、バス利用を推奨しましょう 。

地域公共交通計画

個別計画名 計画期間関　 　 連
個別計画 2 02 3 ～2 02 7

地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保

肥薩線（ 吉松～隼人）の平均通過人員※

日豊本線（ 都城～国分）の平均通過人員

ふれあいバス※の１便当たり の利用者数

市街地循環バス・ 観光バスの１ 便当たり の利用者数

日常生活で移動に不便を感じ ている市民の割合

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

3 .7人
（ 2 021 ）

2 .7人
（ 2 021 ）

8 3 0人/日
（ 2 021 ）

518人/日
（ 2 021 ）

3 8 .5 ％
（ 2 02 2 ）

605人/日

1,3 89人/日

35 .0 ％

4人

5人

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策1-4

にぎわい政策1 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまちづく り

0 .0

1 . 0

2 . 0

3 . 0

4 . 0

そう 感じ る

2 6 . 8 ％

どちら かと いえばそう 感じ る

1 1 .7 ％

どちら かと いえばそう 感じ ない

9 .5 ％
そう 感じ ない

1 5 .1 ％

わから ない

3 5 ％

無回答

1 .9 ％

3 5 .0 ％

3 8 .5 ％

ふれあいバスの１ 便当たり の利用者数

コ ロ ナ禍により 利用者は減少。市

民の移動ニーズに合っ たダイ ヤ・

ルート への見直し 等を 行う こ と

で、利用者数の増加を 目指す。

現状値は設問「 公共交通機関を

使っ て 移動する と き に 不便に 感

じ る こ と があ る か」に「 そう 感じ

る 」「 ど ち ら かと い え ばそう 感じ

る 」と 答え た 人の割合。現状値の

3 .5 ％減少を 目指す。

出典： 地域政策課（ 2 0 2 1 年度）

出典： 市民意識調査（ 2 0 2 2 年度）

日常生活で移動に不便を感じ ている市民の割合

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

人

年度

3 .9 3 . 8

3 . 3

3 .0

2 .7

4 .0

はやと 循環ワゴンの

ウェ ブページは

こ ちら

事業者・ 企業・ 団体等で

市民一人一人で
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2 1

施 策

自然環境保全対策の推進

本市の多彩で豊かな自然環境を 保全する

ため、森林の適正管理や生物多様性※の保

全等に関する取組を 推進し てきまし た。

●

大気・ 音環境の保全については、県が実施

し ている測定結果を 把握すると と も に、工

場・ 事業場等の騒音・ 振動・ 悪臭対策を推進

してきました。

●

環境問題に関する意識の向上を図るため、

環境学習会等を開催し たほか、美化活動に

積極的に取り 組む団体等への支援を 行っ

てきまし た。

●

現 状 開発に伴う 自然の改変や森林・ 農地の荒

廃等により 、自然環境が損なわれる恐れが

あり 、保全に向けた取組を促進する必要が

あり ます。

●

本市は、おおむね良好な生活環境を 維持

していますが、快適で健全な生活を 営むた

めに、継続的に騒音・ 振動・ 悪臭等への対

策を 講じ る必要があり ます。

●

近年の環境問題の動向に応じ た環境学習

会等を 開催すると と も に、市民・ 事業者・

N PO ※等と の連携を図り 、積極的かつ継続

的な環境保全活動を 展開する必要があり

ます。

●

課 題

生活環境保全対策の推進

現 状 課 題

環境保全に 取り 組む人づく り の推進

現 状 課 題

自然環境の保全

●

●

学校や地域等において、環境について総合的に学習できる仕組

みづく り を行う とと も に、市民･事業者・ N PO 等と の協働による環

境保全活動を推進します。

地域の美化活動に積極的に取り 組んでいる団体等への支援を行

います。

環境保全意識の向上

●

●

森林の有する多面的機能※の持続的発揮に向けて、森林環境譲与

税※を活用し 、適切な森林整備につながる取組を推進します。

希少野生動植物※の生息・ 生育状況の把握に努めるとともに、様々

な野生動植物の生息・ 生育場所と なる森林・ 河川・ 干潟などの保全

対策を推進します。

大気・ 音環境の保全

●

●

工場・ 事業場等から 発生する騒音・ 振動・ 悪臭等については、法令

に基づき適切な指導を行う など、発生源対策を推進します。

良好な生活環境を維持するために、大気汚染物質や航空機騒音

の測定結果を把握し 、関係機関と の連携強化による環境保全対策

に努めます。

施
策
で
目
指
す
姿

森林・ 河川・ 干潟などの環境保全対策を推進すること により 、山・ 川・ 海

など多彩で豊かな自然環境を次世代に引き継いでいきます。

大気汚染等の状況把握に努めるとと もに、工場・ 事業場等の騒音・ 振動・

悪臭防止対策を推進し 、住みよい環境を次世代に引き継いでいきます。

環境学習・ 環境保全活動を推進し 、市民や事業者の環境保全意識の向上

を図ります。

●

●

●
自然と 共生する

良好な生活環境の形成

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

総合
戦略

自然と 共生する良好な生活環境の形成

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策2 -1 4544
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環境保全のためにできること

　 本市は風光明媚な霧島山や、そこ から 錦江湾奥に注ぐ 清

流天降川、そ の流域に広がる肥沃な 田園、山麓から 平野部

まで点在する温泉群など、多彩で豊かな自然に恵まれて い

ます。こ の環境を 守るには、市民・ 事業者・ 行政がそ れぞれ

地域社会の一員とし て互いに連携・ 協働し 、長期的・ 持続的

な 視点で対策を 考えていく 必要があり ます。

　 本市では、毎年9 月の第1 日曜日を「 ふれあいボラ ンティ

アの日」と 定め、こ の日を 中心に、市民総出で清掃活動を 行

う と と も に、各地域毎に「 環境美化推進員」を 配置し 、環境

パト ロ ールやぽい捨てご みの収集を 行う など、生活環境美

化に関する 啓発活動等を 展開し て いま す。さ ら に、生物多

様性保全や地球温暖化※対策など の環境問題への理解を

深めるため、団体を 対象に出前講座※も 実施し ています。

　 私たち は様々な 形で 環境保全活動に関わるこ と ができ

ます。一人一人が意欲と 主体性を 持ち 、人と 環境と の関係

について 理解を 深め、良好な 環境を 将来の世代に引き 継

いでいき ましょう 。

小さ な美化が

地域や未来の美化に

環境美化推進員

斜木 一夫 さ ん

　 1 0 年以上、地域のご み拾いや犬のふんの放置

対策など を 行ってき まし た。環境保全の意識は根

付き つつあり ますが、一部で はルールを 守れない

人も 。地域の環境はみんな のも の。他人任せにせ

ず、自宅の前の清掃や河川アダ プト への協力な

ど 、一人一人の行動の小さ な 積み重ねが、未来の環

境を 守るこ と につながり ます。

●

●

●

●

●

森林の整備や海岸の美化活動等に積極的に参加しましょう 。

生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来生物を野外に捨てないよう にしましょう 。

自動車の利用をできるだけ控えて、徒歩や自転車、公共交通機関を利用しましょう 。

自動車を運転すると きは、エコド ライブ ※に努めましょう 。

市やN PO ※等の団体が開催する自然体験学習会や講演会等に参加しましょう 。

●

●

開発を行う 際は、自然の改変を回避する計画を立てるとと も に、希少野生動植物※の生息・ 生育環境の

保全に努めましょう 。

事業場で発生する大気汚染物質や悪臭物質の排出抑制に努めましょう 。

森林整備計画

第二次環境基本計画

2 021～2 0 3 0

2 018 ～2 02 7

個別計画名 計画期間

第四次地球温暖化対策実行計画（ 市役所事務事業編）

第二次生活排水対策推進計画

2 02 3 ～2 027

2 018 ～2 02 7

個別計画名 計画期間
関　 　 連
個別計画

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

自然環境が保全さ れていると 感じ る市民の割合

生物多様性※の保全について知っている市民の割

海域の環境基準（ CO D ）※達成地点数

生活環境が保全（ 維持）さ れていると 感じ る

市民の割合

大気・ 河川の環境基準達成率

7 7.0 ％
（ 2 02 2 ）

3 地点
（ 2 021 ）

6 8 .0 ％
（ 2 02 2 ）

7 2 .3％
（ 2 02 2 ）

75 .1％
（ 2 021 ）

82 .0 ％

87.0 ％

9 0 .0 ％

8 0 .0 ％

4 地点

自然と 共生する良好な生活環境の形成

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策2 -1

ななめき かずお

8 2 .0 ％

7 2 .3 ％

良く なってきている

8 .9 ％

やや良く なって

きている

2 0 .1 ％

変わり がない

4 3 . 3 ％

やや悪く なって

き ている

7 .7 ％

悪く なってき ている

3 .1 ％

わから ない

1 6 . 4 ％

無回答

0 .5 ％

自然環境が保全（ 維持）さ れていると 感じ る市民の割合

現状値は設問「 2 ,3 年前と 比べた

市域の自然環境について 」に「 良

く なってき て いる 」「 やや良く なっ

てき て いる 」「 変わり がな い」と 答

え た 人の割合。現状値の約1 0 ％

増加を 目指す。

出典： 市民意識調査（ 2 0 2 2 年度）

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

%

年度5 0

6 0

7 0

8 0

9 0

7 5 .7 7 6 . 2 7 5 .6
7 4 . 4

7 5 .1

環境基準達成率は、ほぼ横ばい

で 推移。2 0 2 2 年度に 水質汚濁

に係る 環境基準項目の見直し が

行われ、達成率が上昇する見込み

で あ る こ と か ら 、現 状 値 の 約

1 5 ％増加を 目指す。

大気・ 河川の環境基準達成率

出典： 県・ 市が実施する測定調査結果
　 　  （ 2 0 2 1 年度）

9 0 .0

市民一人一人で

事業者で
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2 2

施 策

ご み排出量の抑制

ごみの減量化・ 資源化について、出前講座※

や研修会等の開催を 通じ た 意識啓発を

図ってきまし たが、市民一人当たり のごみ

の排出量は横ばい傾向にあります。

家庭から のごみを 減ら すため、電気式生ご

み処理機の購入補助を 行ってきまし た。

●

●

自治会未加入者等の増加に伴い、ごみの排

出方法が市民にう まく 伝わら ないケースが

あります。また、山林等への不法投棄は後を

絶たない状況です。

●

環境等に調和し た再生可能エネルギー※の

導入促進に加え、二酸化炭素吸収量を 増

加さ せるための森林整備等を 推進し てき

まし た。

●

現 状 市民・ 事業者・ 行政が連携し 、ご みの減量

化・ 資源化の具体的行動にさらに取り 組む

必要があります。

●

ご みの排出方法を 分かり やすく 周知する

と と も に、不法投棄の未然防止対策を 強

化し ます。また、安定的に処理で きる 新た

なごみ処理施設の整備を 進める必要があ

り ます。

●

事業者による温室効果ガス※排出削減に向

けた取組や、環境に配慮し たラ イフ スタ イ

ルへの転換など、市民一人一人の意識を

より 高めていく 必要があります。

●

課 題

混ぜればご み、分ければ資源

現 状 課 題

地球規模で 進む温暖化

現 状 課 題

ご みの減量化・ 資源化

●

●

環境等に調和し た再生可能エネルギーの導入を 促進するとと も

に、森林環境譲与税※を 活用し た森林整備等を 行い、森林の二酸

化炭素吸収量を増加さ せる取組を推進します。

省エネルギー等の普及・ 啓発活動を継続的に推進し 、地球温暖化

防止に向けた意識の醸成を図ります。

地球温暖化※対策の推進

●

●

家庭ごみの減量化・ 資源化を推進するため、環境保全協会・ 地区

自治公民館等と 連携して4Ｒ 活動を 推進し 、資源の有効活用を

図り ます。

生ごみ堆肥の作り 方やごみの出し方・ 分け方を分かり やすく 伝える

仕組みづく り など、個人で減量化・ 資源化に取り 組みやすく なるよ

う 、啓発方法を工夫します。

ご みの適正な 排出・ 処理

●

●

ごみの適正な排出を推進するため、ごみ分別促進アプリ の周知を

図るとと も に、不法投棄を未然に防止するため、環境保全協会と

連携して環境パト ロールを行います。

安定的で効率的な廃棄物処理を 行う ため、新たなごみ処理施設

の整備を進めます。

施
策
で
目
指
す
姿

ライフスタ イルに応じた4R※活動等の普及・ 啓発を展開し 、ごみの減量化

を推進します。

不法投棄の防止やごみ処理施設の安定的な運営等により 、廃棄物の適正

な処理を推進します。

市民や事業者等に、さらなる省エネ活動の実践や再生可能エネルギーの

利用を促し、脱炭素社会※の実現に向けたライフ・ ビジネススタイルの定着

を目指します。

●

●

●

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

総合
戦略

総合
戦略

総合
戦略

地球にやさ し い
循環型社会※の形成

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

地球にやさし い循環型社会の形成施策2 -2
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　 COOL CH O ICE： カ ーボン ニュ ート ラルの実現に向けて

- . / 0 1 23 45 * ) *

ピッ ク アッ プサイ ト

　 COOL CH O ICE： カ ーボンニュ ート ラルの実現に向けて、 未来のために、 今選ぼう 。
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ピッ ク アッ プサイ ト

「 CO O L CHO ICE（ ク ール チョ イス）」と は

　「 CO O L C H O IC E」と は、二酸化炭素などの温室効果ガ

ス排出量削減のため、「 低炭素型製品への買い換え」「 低炭

素サービ スの利用」「 低炭素なラ イ フ スタ イ ルへの転換」な

ど 地球温暖化対策に貢献する 、また快適な 暮らし にも つな

がる、あら ゆる「 賢い選択」を 促す国民運動です。例えば、エ

コ カ ーを 買う 、エコ 住宅を 建てる、エコ 家電にする、公共交通

機関を 利用する、ク ールビ ズやウォームビ ズ、エコド ラ イ ブ ※

を 行う 、ごみや食品ロスを 減ら す、節水するなど、ラ イフ スタ

イ ルごと に誰でも 可能なこと であり 、お財布にも 優し い取組

です。

　 人間の活動が生み出す温室効果ガスは地球温暖化を 進

め、人間自ら の生活や自然の生態系に様々な 影響を 与えて

います。人間と 自然が共生する持続可能な未来のためにも 、

私たち 一人一人が「 CO O L CH O ICE」と いう 賢い選択をし

て いく 必要があり ます。みんなで一丸と なって、でき るこ と

から 取り 組みましょう 。

現状値 目標値（ 2027 ）

資源は有限

大事に使って正しく 捨てて

ごみ分別促進アプリ
「 さ んあーる」利用者

櫨山 みちる  さ ん

はぜやま

　 ご みも 正し く 分別すれば、誰かに必要と さ れる

資源になり ます。市が勧めるア プ リ「 さ んあーる 」

は、ご みの分別方法や種類別の排出日を 教えてく

れる のでと ても 便利。出し 忘れがなく なり まし た。

私は着ら れなく なっ た 服な ど も リ サイク ルに出し

ていま す。資源は有限。こ れから も 大事に使って 、

正し く 捨てていきたいですね。

●

●

●

●

●

必要なも のを必要な量だけ買う よう にするなど、できるだけごみの発生を少なく しましょう 。

不用品は、リ サイクルショッ プなどを活用し て、再使用さ れるよう に努めましょう 。

ごみを正しく 分別し 、収集の日時を守って排出しましょう 。

学校で学習し た循環型社会※やSD G sの視点を家庭でも 実践しましょう 。

「 CO O L  CHO ICE」を実践し 、地球温暖化※対策に努めましょう 。

●

●

それぞれ主催するバザーなどで、不用品の交換などに取り 組みましょう 。

事業所でのペーパーレス※化など、資源の有効活用に取り 組みましょう 。

第二次環境基本計画

一般廃棄物処理計画（ 第３ 期）

分別収集計画（ 第10 期）

2 018 ～2 02 7

2 018 ～2 02 7

2 02 3 ～2 02 7

個別計画名 計画期間

災害廃棄物処理計画

第四次地球温暖化対策実行計画（ 市役所事務事業編）

2 021～

2 02 3 ～2 027

個別計画名 計画期間

関　 　 連
個別計画

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

日頃から ごみを 減らすよう にしている市民の割合

市民一人1日当たり の家庭系ごみの排出量

リ サイクル率

再生可能エネルギー※導入容量

市の事務事業※に由来する温室効果ガス※排出量

3 6 6 ,2 3 6 kW
（ 2 021 ）

16 .7％
（ 2 021 ）

6 3 7g /人日
（ 2 021 ）

75 .3 ％
（ 2 02 2 ）

4 3 ,0 0 0 t-CO 2 /年
（ 2 021 ）

619 g /人日

85 .0 ％

19 .7％

5 49 ,62 2 kW

29 ,8 9 9 t-CO 2 /年

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

地球にやさし い循環型社会の形成施策2 -2

6 0 0

6 1 0

6 2 0

6 3 0

6 4 0

6 5 0

6 6 0

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 2 02 0 1 9 2 0 2 1 目標値

g /人日

年度

6 3 1
6 2 9

6 3 1

6 5 2

6 3 7

6 1 9

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

%

年度

1 7 . 4  
1 7 . 6  

1 6 . 6  

1 7 . 8  

1 6 .7  

1 6 .0

1 7 . 0

1 8 . 0

1 9 . 0

2 0 . 0

2 0 2 0 年度を 除き 、近年は横ば

い 傾向。主に 生ご みの水分 量を

7 0 ％から 6 5 ％に減ら すこ と で 、

現状値の約3 ％減少を 目指す。

出典： 環境省・ 一般廃棄物処理事業実態

　 　   調査（ 2 0 2 1 年度）

市民一人1 日当たり の家庭系ごみの排出量

リ サイクル率

近年は横ばい傾向。今後さ ら に不

燃・ 粗大ご みを 適正に分別し 、資

源化を 推進する こ と で、現状値の

3 ％増加を目指す。

出典： 環境省・ 一般廃棄物処理事業実態

　 　   調査（ 2 0 2 1 年度）

1 9 .7

CO O L CHO ICE（ 環境省）の
公式サイト はこ ちら

市民一人一人で

地域・ 団体・ 事業者等で
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施 策

住環境の計画的な 整備

市営住宅や公園、土地区画整理事業※、超

高速ブ ロ ード バンド ※環境など、市民生活

に密着し た住環境の整備を 計画的に進め

てきまし た。

●

国・ 県道整備に関する要望活動を継続し て

行うとと もに、バイパス道路※等の整備によ

る道路ネット ワーク の構築を 図ってきまし

た。また、道路施設※の維持管理に努めてき

ました。

●

開発行為※に伴う 土地利用協議や景観行

為※の審査を 適切に行う と と も に、太陽光

発電所の維持管理や管理不全空き 家※に

対する指導を行ってきまし た。

●

現 状 限ら れた行政資源の中で、少子高齢化の

進行な ど 社会経済情勢の変化を 踏ま え

た、より 効率的で 効果的な 住環境の整備

が求めら れています。

●

市内の渋滞解消や、地域拠点間を 結ぶた

めの道路整備、道路施設の適切な維持管

理が求めら れています。

●

多様化する社会情勢の変化に適切に対応

し 、市民や事業者等と の協働による良好な

土地利用・ 景観形成を推進し ていく 必要が

あります。

●

課 題

道路ネッ ト ワーク の構築

現 状 課 題

適切な 開発や景観形成への誘導

現 状 課 題

良質な 住環境の整備

●

●

社会情勢の変化に適応し た、適切な土地利用の規制・ 誘導や景観

条例※等の制度啓発により 、利便性の高い安全・ 安心な都市形成

を推進します。

管理不全空き 家の所有者に対する指導を行う とと も に、老朽危険

空き 家※の解体撤去に関する補助制度の周知強化と 危険廃屋の

撤去を促進し 、周辺住民の安全を確保します。

計画的な 土地の活用と 良好な 景観づく り

●

●

市営住宅等の長寿命化※や土地区画整理事業による住環境の整

備を 進めると と も に、建築物の耐震化などの支援等を 通じ 、住環

境の安全性向上に努めます。

利用者の視点に立った多様なニーズに対応した公園づく り を進め、

緑地の充実を図るとともに、地域住民と 連携した維持管理を推進

します。

道路ネッ ト ワーク の構築と 道路施設の維持

●

●

市内の渋滞解消のため、国・ 県道整備に関する要望活動を行う ほ

か、バイパス道路や地域拠点施設間のアクセス道路の整備を推進

し 、道路ネット ワークの構築を図ります。

橋梁・ト ンネル等の個別施設ごとに策定する長寿命化計画等に基

づき、予防保全対策や補修等を計画的に実施します。

施
策
で
目
指
す
姿

住環境の計画的な整備を推進し 、市民が快適さと 暮らしやすさ を実感し 、

安心して住み続けられるまちを目指します。

幹線道路のバイパス整備、地域の拠点施設を結ぶアクセス道路※の整備

など市内の道路網の強化や円滑な交通環境の確保を目指します。

社会情勢の変化に適応し ながら 、自然や産業等、地域の特性を生かし た

土地利用、景観の形成を図ること で、安全・ 快適に生活し 続けられるまち

を目指します。

上下水道施設等の計画的な整備・ 改修、耐震化等や、適切な排水処理施

設への転換・ 接続を図り、水の安定供給と適正な排水処理を目指します。

●

●

●

●

快適生活の基盤づく り の推進

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

総合
戦略

総合
戦略

水道施設※の更新等に取り 組みながら 、水

の安定供給を続けてきまし た。

合併処理浄化槽※への転換促進や下水道

整備など 、適正な 排水処理を 進めてき ま

し た。

●

●

災害等に強いラ イフ ラ イ ン ※構築のため、

水道施設等の更新・ 耐震化の整備を 継続

する必要があります。

快適な生活環境等を実現するため、合併処

理浄化槽へのさらなる転換促進や下水道整

備を計画的に進めていく 必要があります。

●

●

水環境の保全

現 状 課 題 ●

●

「 安全で お いし い 水の供給」「 災害等から の迅速な 復旧」「 健

全・ 安定的な 事業運営」の3 つの観点から 水の安定供給を 目指

し ます。

下水道整備や合併処理浄化槽の普及推進・ 適正管理など、地域

の実情に応じ た排水処理を 推進し ます。

水の安定供給と 適正な 排水処理

快適生活の基盤づく り の推進

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策2 -3 5352
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みんなの公園

みんなで大切に

公園利用者

岡留 千秋 さ ん

おかどめ ちあき

●

●

●

●

●

●

●

道路・ 公園・ 広場等の清掃、草払い等の環境保全活動に協力しましょう 。

公園利用のマナー向上に努めましょう 。

道路の異常や漏水などを発見し た場合は、関係機関に速やかに通報しましょう 。

景観に関心を持ち、身近な住環境の向上のためにできることに取り 組みましょう 。

空き家の所有者や管理者は、適正管理に努めましょう 。

家庭でできる生活排水対策を実践しましょう 。

下水道が整備さ れている区域で未接続の方は、速やかに下水道へ接続しましょう 。

●

●

●

生活に必要なラ イフ ラ イン（ 水道、電気、ガス、通信など）を 提供する事業者は、安全・ 快適で安定し た

サービス等の提供に努めましょう 。

関連法規（ 建築基準法等）を遵守し 、景観や近隣と の調和に配慮した街並みの形成に努めましょう 。

下水道が整備さ れている区域で未接続の事業者等は、速やかに下水道へ接続しましょう 。

事業者等で

都市計画マスタ ープラン

景観計画

公営住宅等長寿命化計画

建築物耐震改修促進計画

空家等対策計画

橋梁長寿命化修繕計画

道路ト ンネル個別施設計画

舗装維持管理計画

2 02 0 ～2 03 9

2 012～

2 02 2～2 031

2 019 ～2 02 5

2 02 3 ～2 02 7

2 012～2 02 4

2 017～2 027

2 018 ～2 02 5

個別計画名 計画期間

公園施設長寿命化計画

水道事業基本計画

新水道ビジョ ン（ 水道事業経営戦略）

工業用水道事業経営戦略

公共下水道事業計画

特定環境保全公共下水道事業計画

下水道事業経営戦略

第二次生活排水対策推進計画

2 014～2 02 3

2 017～2 03 8

2 017～2 02 8

2 021～2 03 0

2 021～2 027

2 016 ～2 029

2 021～2 03 0

2 018 ～2 02 7

個別計画名 計画期間

関　 　 連
個別計画

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

快適生活の基盤づく り の推進

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

ゆとり ある住みやすいまちであると 感じ ている
市民の割合

都市公園※内の更新・ 新設し た公園施設数（ 累計）

市道の改良率（ 規格改良済/実延長）

地域に合った景観整備がなさ れ、街並みが
良好だと 感じ る市民の割合

生活排水処理率※

47.4％
（ 2 02 2 ）

4 8 .3％
（ 2 021 ）

17件
（ 2 021 ）

6 4 .3％
（ 2 02 2 ）

8 0 .5 ％
（ 2 021 ）

89 .5％

35 件

66 .8％

48 .9 ％

50 .0 ％

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策2 -3

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

公共下水道に接続している人口 生活排水処理率（ ％）合併浄化槽に接続している人口

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

人 %

（ 年度）

3 1 ,4 8 4

6 2 ,4 1 0

7 4 .5 7 5 .9 7 7 . 4 7 9 .1 8 0 .5

3 2 , 4 1 4 3 3 ,3 7 7 3 4 ,6 7 3 3 6 ,0 0 7
3 7 ,6 9 6

6 3 ,0 5 7 6 3 ,4 4 7 6 3 ,8 8 1 6 4 , 2 2 3

7 2 ,6 2 2

0

3 5 , 0 0 0

7 0 , 0 0 0

1 0 5 , 0 0 0

1 4 0 , 0 0 0

5 0 .0 ％

4 7 .4 ％

どちら かと いえば

そう 思う

3 7 .9 %

どちら かと いえば

そう 思わない

2 2 .6 %

そう 思わない

1 7 %

わから ない

1 2 .5 %

そう 思う

9 .5 %

無回答

0 .5 %

地域に合った景観整備がなさ れ、街並みが良好だと 感じ る市民の割合

現状値は設問「 霧島市は、地域に

合っ た景観整備がなさ れ、街並み

が良好だと 思いま すか」に「 そう

思う 」「 ど ち ら かと い え ばそ う 思

う 」と 答え た 人の割合。現状値の

2 .6 ％増加を 目指す。

出典： 市民意識調査（ 2 0 2 2 年度）

生活排水処理率※数字はR 4 年度で霧島市生活排水対策推進計画において見直し 中である。

公共下水道か合併浄化槽に接続

し 、し 尿や生活雑排水を 処理し て

いる人口割合。現状値の9 ％増加

を目指す。

出典： 環境衛生課・ 市生活排水対策推進
　 　   計画（ 2 0 2 3 年）

空き家が減ら ない理由

　 空き 家が適正に管理さ れず放置さ れると 、防災や防犯、衛

生など、地域住民の生活環境に深刻な 悪影響を 及ぼすこと

になり ます。空き 家が迷惑な “負”動産であれば解体すれば

よいのですが、簡単にはいきません。まず権利関係の問題と

し て、建物自体が未登記であったり 、建物の所有者の死亡後

に名義変更さ れな かっ たり するケースでは、月日が経っ た

後、その建物を 解体でき る権利者が分から なく なる 事態が

生じ ます。経済的な問題とし ては、解体に多額の費用がかか

ること や、建物がなく なった土地は固定資産税の特例がなく

なり 、税率が上がってし まう こと が挙げら れます。また、思い

出の詰まった家を 壊し たく ないと いう 人も 。

　 そこ で本市では、相続や空き 家の売買などについての相

談業務、老朽危険空き 家※を 取り 壊す場合の工事費用の一

部助成を 行っています。空き 家の放置は、隣人ト ラ ブ ルや倒

壊などにより 賠償問題に発展するこ と も 。空き 家になる 前

に、関係者一同で対応を 検討し ておく こと も 大切です。

　 子ど も 3 人と 近く の真孝公園によく 行き ます。広

く て 、球技や遊具遊びがで きる ほか、健康器具も

あり 、いろ いろ な方に親し まれていますよ 。霧島市

には、花見やイベント がで きる河川公園な ど も あ

り 、家族で憩う 環境に恵まれていますね。たまに落

書き やご みがある のが残念。みんな の公園、みん

なで大切に使っていきたいです。

8 9 .5

市民一人一人で
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2 4

施 策

自然災害の激甚化と 防災対策の強化

近年、気候変動による 大雨や台風の激甚

化により 、土砂災害、浸水被害が拡大・ 頻

発し て いる ほか、火山噴火や大規模地震

発生に伴う 被害も 懸念さ れています。

消防団は、団員数が減少傾向にあり 、団員

の高齢化も 進んでいます。

●

●

近年、火災の発生件数は減少傾向にありま

すが、高齢化の進行やライフ スタ イ ルの変

化に伴い、火災発生の状態や救急・ 救助需

要も 多様化しています。

●

高齢者の交通死亡事故は依然とし て多く 、

インタ ーネット を 悪用し た犯罪も 増えてい

ます。

●

現 状 自主防災組織※の活性化や市民の防災意

識向上などにより 、地域の防災力強化を

図っていく 必要があります。

●

消防団と 連携し 、火災予防啓発活動の強

化を図る必要があり ます。

誰も が的確な応急手当や救命措置ができ

るよう 、救命講習等を 推進していく 必要が

あり ます。

●

●

交通安全教育と 高齢者運転免許証自主返

納制度※を 促進し 、交通事故を 防ぐ 必要が

あります。

警察や関係機関と 連携し 、地域の防犯力と

インタ ーネット による犯罪の未然防止を 強

化する必要があります。

●

●

課 題

火災発生状態や救急・ 救助需要の多様化

現 状 課 題

交通事故・ 犯罪の未然防止

現 状 課 題

防災基盤の整備と 災害復旧対策の推進

●

●

●

警察や各種団体と 連携し 、高齢者の交通事故抑止と 運転免許証

の自主返納を促進します。

道路反射鏡・ 防護柵等の整備により 、交通事故が起きにく い環境

整備に努めます。

防犯パト ロール隊※の活動支援により 、地域の防犯力を 高めると

と も に、防犯灯※・ 安全灯※の計画的な整備により 、犯罪の起きにく い環境整備に努めま

交通安全・ 防犯対策の推進

●

●

●

災害危険箇所の整備や治水対策、危険箇所に立地する 住宅の

移転促進等の事業を実施し 、災害の未然防止に努めます。

災害発生後は、被害拡大や二次災害※の防止・ 早期復旧に努め

ます。

地区防災計画※の作成支援や防災訓練等を 通じ 、防災知識の普

及・ 啓発を 行う と と も に、消防団員の確保のため、若者や女性の加入促進を図り ます。

火災の予防と 救急・ 救助体制の充実

●

●

●

火災予防広報や防火教室等を 通じ て、火災発生の未然防止や、

住宅用火災警報器の設置と 適切な維持管理を促進します。

普通救命講習※等を通じ 、応急手当の習得を促進します。

教育訓練を通じ 、消防職員や団員の人材育成を図ります。

施
策
で
目
指
す
姿

災害に備えた危機管理と 防災力の充実、強化を図るとと も に、市民と の

連携による総合的な防災対策に取り 組みます。

火災予防啓発活動を通じ て、火災発生を未然に防ぐとと も に、救急隊員

と 応急手当を習得し た市民と の連携による救命率の高い救急・ 救助活

動の推進に取り 組みます。

市民・ 警察・ 事業者等と 一体と なり 、交通事故や犯罪が起きにく いまちを

目指します。

消費者被害の未然防止と 被害拡大の防止に努めます。

●

●

●

●

市民生活の安全性の向上

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

総合
戦略

総合
戦略

高齢化の進行、デジタ ル化の進展に伴い、

消費者被害の内容等も 多様化・ 複雑化し

ています。

● 消費者自身が被害を回避し、被害に遭った場

合でも適切に対処できる知識や判断力を養う

ための広報・ 啓発を推進する必要があります。

市消費生活センタ ー※の相談体制の機能

強化を 図り 、ト ラ ブ ルの未然防止や早期救

済に努める必要があります。

●

●

消費者の安全・ 安心の確保

現 状 課 題 ●

●

メ ディ アなどを 活用し 、消費者ト ラ ブ ルの未然防止や被害拡大

防止などに向けた情報提供の充実を 図り ます。

消費生活相談員の資質向上など、相談体制の充実や市消費生

活センタ ーの認知度向上を 図り ます。

健全な 消費生活の推進

市民生活の安全性の向上

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策2 -4 5756
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きりし ま防災・ 行政ナビを利用しよう

　「 きりしま防災・ 行政ナビ（ 略称： きり 防ナビ ）」は本市の公式

アプリとし て、防災情報などを登録者のスマート フォン等に直

接お知ら せするツールです。こ のアプリをダウンロードし てお

けば、本市から の重要な情報をいつでも 、どこ でも キャッ チで

きます。

　 ほかにも 、最新の市ハザード マッ プで様々な自然災害リ スク

のあるエリアや避難所の混雑情報を確認できたり 、広報きりし

まや市ホームページなどへも 簡単にアクセスできたり するな

ど、安全・ 安心や生活にプラスと なる機能が満載です。ぜひ、日

常から災害時まで様々なシーンでお役立てく ださ い。

救命の成否

市民の処置が鍵

救命講習の受講者

永井 未来 さ ん

みくながい

●

●

●

●

●

●

避難経路の確認や非常用品の準備など、日頃から 災害に備えましょう 。

急病人等の発生時は、応急手当や迅速な通報を行いましょう 。

住宅用火災警報器の設置や適切な維持管理など、火災予防に取り 組みましょう 。

交通ルールやマナーを遵守しましょう 。

見守り 活動・ 防犯パト ロール等の活動に協力しましょう 。

消費者被害に遭わないよう に、消費生活に関する知識を習得しましょう 。

●

●

●

災害被害を最小限にとどめるため、自主防災組織※を育成・ 強化しましょう 。

防災訓練や防災知識の普及・ 啓発活動など、市が行う 防災活動に協力しましょう 。

悪質商法被害を防ぐため、地域で声を掛け合いましょう 。

●消費者が安心し て商品やサービスの提供を受けら れるよう な事業活動・ 情報開示を行いましょう 。

地域防災計画

国民保護計画

国土強靭化地域計画

2 0 0 7～

2 0 0 7～

2 02 3 ～2 02 7

個別計画名 計画期間

災害廃棄物処理計画

第11次交通安全計画

2 021～

2 021～2 02 5

個別計画名 計画期間

関　 　 連
個別計画

く らし政策2 みどり あふれる快適で暮らし 続けたいまちづく り

市民生活の安全性の向上

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

11,8 4 0 件

9 .0 ％

412 件以下

350 件

52 .0 ％

「 きり し ま防災・ 行政ナビ 」を ダウンロ ード し た
件数（ 累計）

救急講習等を受講し た市民の割合

交通事故発生件数（ 人身・ 暦年）

刑法犯罪認知件数（ 暦年）

市消費生活センタ ー※の認知度

3 69 件
（ 2 021 ）

412 件
（ 2 021 ）

2 .0 ％
（ 2 021 ）

6 ,8 4 0 件
（ 2 021 ）

47.0 ％
（ 2 02 2 ）

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策2 -4

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

件

年度

6 3 1
6 1 3

5 1 6
4 7 8

4 1 2

2 7 0 2 6 0

2 1 3 1 9 1 1 6 7

4 1 2

0

1 7 5

3 5 0

5 2 5

7 0 0

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値
年度

6 9 3

5 8 2

4 4 5
4 1 5

3 6 9 3 5 0

0

1 7 5

3 5 0

5 2 5

7 0 0

う ち高齢者の事故件数事故件数

件

交通事故発生件数（ 人身・ 暦年）

人身事故件数と 高齢者の占める

割合は減少傾向。さ ら な る 交 通

安全対策を 推進し 、本市の第1 1

次交通安全計画の目標値4 1 2 件

以下を目指す。

犯罪件数は減少傾向にあ る が、

近年はイ ン タ ーネッ ト 等を 悪用

し た サイバー犯罪の増加も 懸念

さ れる こ と から 、現状値の約5 ％

減少を 目指す。

出典： 鹿児島県警察本部・ 交通統計
　 　  （ 2 0 2 1 年）

出典： 鹿児島県警察本部・ 鹿児島の犯罪、
　 　  市町村別の犯罪発生実態（ 2 0 21年）

刑法犯罪認知件数（ 暦年）

　 勤務先の研修の一環で、市消防局の救命講習を

受講。現場で 市民が取る べき 行動やマネキン で の

心肺蘇生・ A ED の演習など 、と ても 実践的な 内容

でし た。救急車が到着するまで の処置が生死を 分

ける 救命の現場。も し 、大切な 人が目の前で 倒れ

て も 、私の手で 助けら れる よ う に 、学んだこ と を

し っ かり 身に付けたいです。

メ ニュ ー
画面

広報誌
防災

マッ プ

G o o g le  p la y

Ap p le  sto re

市民一人一人で

事業者で

地域で
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やさし さ政策3

健康づく り の推進と 拠点整備

3 1

施 策

現 状 課 題

医療体制の確保

現 状 課 題

新た な 感染症の発生

現 状 課 題

誰も が支えあいながら 生き生きと 暮ら せるまちづく り

健康づく り の推進と 医療体制の充実

健康づく り の推進と
医療体制の充実

健康づく り の推進と 拠点の整備

● 姶良地区医師会等の関係機関と 連携し 、予防や初期対応など感

染症対策を強化すると とも に、健康危機対策として市民生活や事

業活動の中で感染予防の定着を図り ます。

健康危機に 備え た 感染症対策の強化

●

●

●

健康相談・ 健康教育・ 市民健康講座や食農教育※を継続的に実施

すると と も に、誰も が自殺に追い込まれること ない社会の実現を

図るため、ゲート キーパー※の養成やセルフケア※についての知識・

実施方法の周知・ 普及を図ります。

生活習慣病の発症・ 重症化の予防のため、姶良地区医師会・ 歯科

医師会・ 薬剤師会と の連携を強化し 、特定保健指導や早期受診勧

奨等を行う とともに、CKD（ 慢性腎臓病）予防ネット ワーク※の推進に努めます。

市民の健康づく り・ 子育て支援の拠点として、乳児から高齢者まで幅広い保健サービスを提

供でき、保健・ 福祉等の連携が図られる多機能・ 複合的な保健センターの整備を進めます。

質の高い 医療体制の確保

●

●

姶良地区医師会等の関係機関と 連携し 、夜間・ 休日における二次

救急医療体制の充実を 図ると と も に、深夜帯における一次救急

医療体制の整備について検討を行います。

様々な医療ニーズに対応するため、市立医師会医療センタ ーの施

設整備や機能充実に取り 組みます。

施
策
で
目
指
す
姿

市民の主体的な健康づく りを推進し、疾病の早期発見や特定保健指導※等

による重症化予防、こころの健康づく りに努めるとともに、市民の健康づく

りや子育て支援の新たな拠点となる多機能・ 複合的な保健センタ ーの整

備を進めます。

市立医師会医療センタ ーの施設整備を 進めると と も に、姶良地区医

師会等と 連携し 、一次救急医療・ 二次救急医療体制のさ ら なる充実を

図り ます。

感染症の予防や拡大防止対策に取り組むとともに、新たな感染症に即応で

きる健康危機管理体制の充実を図ります。

●

●

●

生活習慣病※やこ こ ろ の病気の増加に伴

い、生活習慣病の発症・ 重症化予防のため

の健康支援、こころの病気へのサポート が

必要と さ れており 、特に、高血圧や糖尿病

への対策が重要と なっています。

保健センタ ーは、施設の老朽化や狭隘化※

等に伴い、市民の利便性が低下し ているこ

と から 、新たに多機能・ 複合的な拠点施設

の整備を進めています。

●

●

姶良地区医師会等と の連携により 、一次救

急医療※は休日在宅当番医制※や夜間救急

診療の実施、二次救急医療※は病院群輪番

制※や循環器・ 脳外科救急輪番制の支援な

どにより 、夜間・ 休日における診療の充実

を図ってきまし た。

市立医師会医療センタ ーは、姶良・ 伊佐医

療圏の中核病院とし ての役割が求めら れ

ているも のの、施設の老朽化等に伴い、十

分な対応が困難と なっています。

●

●

新型コ ロナウイ ルス感染症※などの新たな

感染症は、短期間で広範囲にまん延し 、多

数の感染者が発生する 可能性が高く 、社

会・ 経済に多大なる影響を及ぼします。

●

生活習慣病の発症・ 重症化の予防のため

の健康支援、ここ ろ の健康づく り に引き 続

き 取り 組む必要があります。

●

救急医療体制の充実に向けて 、引き 続き

関係機関と 連携を 図るとと も に、様々な医

療ニーズに対応するため、市立医師会医療

センタ ーの抜本的な整備を 進める必要が

あります。

●

拡大と 縮小を 繰り 返す感染症による健康

危機への対策は、長期間に及ぶこと を見据

えた体制整備が求めら れます。

●

総合
戦略

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

きょう あい　 か

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策3 -1 6160
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人工透析の新規導入者数（ 人口1 0 万人当たり ）

2 0 2 0 年度 ま で は 増 加 傾 向に

あっ た が、2 0 2 1 年度は減 少し

た。現状値の約5 ％減少（ 国の目

標値算出基準）を目指す。

出典： 長寿・ 障害福祉課・ 身体障害者交付

　 　   申請（ 2 0 2 1 年度）

6 7 .8 ％

6 5 .3 ％

そう 思う

1 6 . 8 ％

どちら かと いえば

そう 思う

4 8 .5 ％

どちら かと いえば

そう 思わない

1 8 .1 ％

そう 思わない

1 3 ％

わから ない

2 .6 ％

無回答

1 ％

心身共に健康であると 感じ ている市民の割合

現状値は設問「 自分自身が心身

共に健康と 思う か」に「 そう 思う 」

「 ど ち ら かと い え ばそ う 思う 」と

答え た 人の割合。現状値の2 .5 ％

増加を 目指す。

出典： 市民意識調査(2 0 2 2 年度)

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

人

年度

2 3 .9  

3 2 .9

3 4 .6  

4 1 . 2

2 9 .3

3 0 .6
3 0 . 2 3 0 . 5 3 0 .6

2 7 . 8  

2 0 .0

2 5 . 5

3 1 .0

3 6 . 5

4 2 .0

全国霧島市
関　 　 連
個別計画

健康きりし ま２１（ 第４ 次）

自殺対策計画

2 02 3 ～2 02 7

2 021～2 02 5

個別計画名 計画期間

第二期国民健康保険保健事業実施計画 2 018 ～2 02 3

個別計画名 計画期間

誰も が支えあいながら 生き生きと 暮ら せるまちづく り

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

健康づく り の支援や医療体制が充実していると
感じ る市民の割合

心身共に健康であると 感じ ている市民の割合

人工透析の新規導入者数（ 人口10万人当たり ）

自殺死亡率（ 人口10万人当たり ）

休日診療に参加する医療機関数

18 .4
（ 2 021 ）

2 9 .3人
（ 2 021 ）

65 .3％
（ 2 02 2 ）

52 .6 ％
（ 2 02 2 ）

132 カ 所
（ 2 02 2 ）

55 .1％

67.8％

27.8人

11.4 以下

132 カ 所

体力と 筋力の維持

ぜひ、若いう ちから

健康運動普及推進員会
会長

最勝寺 政信 さ ん

　 退職後に体力や筋力を 維持し よう と 、当会に入

り 約2 0 年。今も 運動を 続け、周囲から「 元気だね」

と 言われます。当会で は筋力を 維持する 貯”筋”運

動などの講座を 開いています。若く ても 、運動不足

だと 体力・ 筋力が低下し ている 場合も 多いです。ぜ

ひ参加し て 、家庭や会社で 活用し 、みんなで 健康

寿命を 伸ばし ませんか。

●

●

●

●

健康づく りに関心を持ち、定期的な健（ 検）診を受診するとと もに、食生活・ 運動習慣を見直しましょう 。

かかりつけ医等を決め、生涯にわたって自分の健康管理を行いましょう 。

時間外受診や重複受診は控えましょう 。

手洗いなど、基本的な感染予防対策を実践しましょう 。

●

●

地域ぐるみで体や心の健康づく りに取り 組みましょう 。

感染症に対する理解を深め、基本的な感染予防の定着を図りましょう 。

職場ぐるみで生活習慣改善やメ ンタ ルヘルス※などに取り 組みましょう 。

職場の産業医や地域産業保健センタ ー※を活用しましょう 。

従業員に対し 、手洗いを呼び掛けるなど、事業所での感染予防対策を実践し ましょう 。

●

●

●

やさし さ政策3

健康づく り の推進と 医療体制の充実

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策3 -1

地域の健康づく り をお手伝い

　 本市には、食生活に対する正し い考え方と 知識を 普及し 、

地域住民の健康と 福祉に貢献するボラ ンティ アとし て「 食生

活改善推進員」がいます。「 私達の健康は私達の手で」の合

言葉の下に、公民館や学校、イ ベント 等において親子料理教

室や男性料理教室、豆腐づく り の出前講座※などを 行い、健

康福祉まつり では、郷土料理や行事食の展示、地元産の食

材を 生かし た試食を 振る舞う など、本市の食文化の伝承を

行っています。

　 また、国分中央高校生活文化科と 一緒に作成し た減塩食

レシピ 集や、霧島の郷土料理・ 家庭料理・ 行事食などのレシ

ピ 集も 発行し ています。ぜひ家庭や地域でご活用く ださ い。

さ いしょうじ まさ のぶ

市民一人一人で

事業者等で

地域で

6362
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やさし さ政策3

3 2

施 策

誰も が支えあいながら 生き生きと 暮ら せるまちづく り

安心し て子ども を産み育てられる環境の充実

安心し て子ども を
産み育てら れる 環境の充実

妊娠・ 出産・ 子育てへの不安の軽減

地域のつながり の希薄化や身近に頼れる

人がいない中で、妊娠や子育てに関する相

談が難しく 、不安や負担を 抱える世帯が増

えていること から 、子育て世代包括支援セ

ンタ ー※への専任の母子保健コ ーディ ネー

タ ー※の配置や産婦検診の実施など、切れ

目ない支援に努めてきまし た。

●

保育所等が実施する 一時預かり ※等の各

種保育サービスや施設整備に対する支援、

放課後児童ク ラ ブ ※への運営支援、こども

館「 すかいぴあ」※の開館など、子育て環境

の充実に取り 組んできまし た。

●

子育てに関する経済的負担感の増大から 、

行政によ る 負担軽減策の充実に対する

ニーズが高まっています。

●

本市の婚姻件数は、近年減少傾向にありま

す。また、5 0 歳時の未婚割合は、国や県と

比較し て低い水準にあるも のの、男女共に

増加傾向にあります。

●

現 状 妊娠期から 乳幼児期までの各世帯に対し

て、妊婦健診や産後ケア※等の切れ目のな

い支援と 、地域全体での見守り を充実さ せ

る必要があります。

●

今後も 、多様化する子育て世帯のニーズに

応じ た、子育て環境の充実を図る必要があ

ります。

●

国や県の動向を 踏まえながら 、引き 続き 、

各種支援策を 実施するとと も に、負担軽減

策の充実を図る必要があります。

●

結婚を 希望する人への出会いの場の提供

などの支援が必要です。

●

課 題

子育て 世帯のニーズの多様化

現 状 課 題

未婚率の増加

現 状 課 題

子育て 世帯の負担軽減

現 状 課 題

妊娠期から 乳幼児期ま で の切れ目のな い 支援の充実

総合
戦略

●

●

子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども 医療費助成・ 保

育料の軽減など各種支援策を継続的に実施するとと もに、新たな

負担軽減策を検討するなど、支援策の充実に努めます。

ひとり 親家庭の生活の安定と 自立の促進を図るため、関係機関と

連携した就労支援や資格取得の支援を行います。

子育て に 関する 負担軽減の推進

総合
戦略

● 結婚を 希望する人に対して出会いの場を提供するため、民間事業

者等が実施する婚活※イベント への支援や、かごしま出会いサポー

ト センター※と 連携した取組を行います。

結婚を 希望する 人への支援

●

●

安心して妊娠・ 出産や子育てができるよう 、妊婦や乳幼児を対象と

した健康診査・ 健康相談・ 訪問指導、産後ケアなどの支援体制の充

実を図ります。

市こどもセンタ ー※を核に、各地区の子育て支援センタ ー※と 連携

し 、子育てに関する相談や情報提供、各種イベント の実施など支

援体制の充実を図ります。

多様な ニーズに 応じ た 子育て 環境の充実

総合
戦略

●

●

子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と 連携

し 、一時預かり 、延長保育※、病児・ 病後児保育※、医療的ケア児※

保育など保育サービスの充実に努めます。

放課後児童ク ラブや各地区の子育て支援センタ ー等と 連携し 、

地域全体で子育てを支援する環境づく り を推進し ます。

総合
戦略

施
策
で
目
指
す
姿

関係機関や地域との連携を強化し、妊娠期から乳幼児期まで、切れ目のな

い支援体制を構築するよう 努めます。

子育ての幸せや楽しさ を実感でき、「 霧島市に住みたい、霧島市で子育て

したい」と思えるよう な子育て環境の充実に努めます。

子育てしやすいまちの実現を目指し、各種支援策の充実に努めます。

結婚を希望する人への出会いの場の提供などの支援に取り 組みます。

●

●

●

●

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策3 -2 6564
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関　 　 連
個別計画

第2 期子ども・ 子育て支援事業計画

健康きり し ま21（ 第4 次）

2 02 0 ～2 02 4

2 02 3 ～2 02 7

個別計画名 計画期間

誰も が支えあいながら 生き生きと 暮ら せるまちづく り

子ども 医療費の助成について

　 子育てにはお金がかかり ます。中でも 、子ども の命や成長

に関わる「 医療費」は節約し にく いも の。そのため、全国には

子ども にかかる医療費の助成とし て、医療機関で受給者証を

提示すると 自己負担分の支払いに代えること ができる「 現物

給付方式」を 導入し ている自治体も あり ます。

　 鹿児島県内の自治体では鹿児島県子ども 医療費助成制度

に基づき 、住民税非課税世帯の子ども（ 1 8 歳到達後最初の3

月3 1 日まで）は現物給付方式で、住民税課税世帯の子ども

は医療機関で受給者証を 提示し て一旦医療費を 支払い、そ

の後市町村が助成分を 還付する「 自動償還払方式」をとって

います。本市では現物給付方式の対象者拡充について、県内

全自治体と 連携し 一律に取り 組むべき も のと 考えているた

め、財政措置も 含め、県に対し 本方式の導入を 要望し ている

ところです。

　 な お、本市の住民税課税世帯の子ども 医療費の助成額

は、未就学児については医療費の全額、小中学生について

は、月額2 ,0 0 0 円を 超える分の医療費と なって います。（ 令

和5（ 2 0 2 3 ）年3 月現在）

安心し て子ども を産み育てられる環境の充実

やさし さ政策3

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

95 .0 ％

1.8 8

59 .7％

23 ,16 8人

56 組/年

妊娠・ 出産について満足している市民の割合

合計特殊出生率※

子育てに不安感や負担感を感じている20歳～49歳の
保護者の割合

18 歳以下の児童数（ 3月31日現在）

かご し ま 出会いサポート セン タ ー※を 利用し た

市民のカッ プル成立数

2 2 ,76 8人
（ 2 02 2 ）

6 4 .7％
（ 2 02 2 ）

1.6 6
（ 2 021 ）

93 .0 ％
（ 2 021 ）

51組/年
（ 2 021 ）

子育てにいいまち

身近なサポート にも 感謝

子育て世代

坂上 香菜 さ ん 悠人 ちゃん

　 現在、二人目の育児休暇中で す。霧島市は子育

てし やすいまち ですね。こ ど も 館「 すかいぴあ」※は

使いやすく 、子育て世代の憩いの場にも なり お気

に入り の場所。市や民間の産後サービ スも 充実し

て いて 、たく さ ん助けても ら いまし た。で も 、一番

は身近な サポート 。夫の協力や会社の理解にはと

ても 感謝し ています。

●

●

一人一人を尊重し 、家族みんなで協力し ながら 、子ども の養育・ 教育を行いましょう 。

子どもと 向き合い、子ども が心身共に安ら げるよう な家庭づく りに努めましょう 。

●地域全体で子育て世帯等が安心し て暮ら せる環境づく りを進め、交流の機会を増やしましょう 。

●従業員が家庭で子どもと の関わり を深めら れるよう に配慮し ましょう 。

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策3 -2

さかのう え かな はると

2 2 ,0 0 0

2 2 ,5 0 0

2 3 ,0 0 0

2 3 ,5 0 0

2 4 ,0 0 0

2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 12 0 2 0 2 0 2 2 目標値

人

年度

2 3 ,9 2 1

2 3 ,5 2 3

2 3 ,2 0 2

2 2 ,8 7 9
2 2 ,7 6 8

2 3 ,1 6 8

少子化によ る 減少傾向が続いて

いる 。さ ら なる 子育て 支援の充実

を 図る こ と で、現状値の約2 ％増

加を目指す。

出典： 住民基本台帳（ 2 0 2 1 年度）

1 8 歳以下の子ども の数（ 3 月3 1 日現在）

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 目標値

%

年度

8 3 .1
8 5 . 4

9 0 .5 9 1 .1
9 3 .0

8 0 . 0

8 5 . 0

9 0 . 0

9 5 . 0

1 0 0 .0

妊娠・ 出産について満足している市民の割合

設問「 産後、退院し てから の1 か月

程度、助産師や保健師等から の

指導・ ケアは十分に受けるこ と が

で き まし た か。」に「 はい」と 答え

た人の割合。現状値の2 ％増加を

目指す。

出典： 健康増進課・ すこやか親子2 1 指標

　 　   に関する調査（ 乳児健診）

　 　  （ 2 0 2 1 年度）

9 5 .0

市民一人一人で

事業者で

地域で
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やさし さ政策3

3 3

施 策

誰も が支えあいながら 生き生きと 暮ら せるまちづく り

高齢者が地域で自分らしく 暮らし 続けられる環境の充実

2 0 4 0 年に向けた 介護予防の推進

令和7（ 2 0 2 5 ）年には団塊の世代※が全て

後期高齢者※と なり 、さ らに6 5 歳以上の高

齢者人口がピ ークと なる令和2 2（ 2 0 4 0 ）

年に向けて、医療や介護の需要の増加が

見込まれています。

●

高齢単身世帯・ 高齢夫婦世帯の割合増加に

伴い、身近に頼れる人がいないこと で困難

や弊害が生じる「 身寄り 問題」や、移動・ 買い

物等の生活上の問題、生活困窮、健康不安

など多種多様な相談が増えています。

●

民生委員※・ 児童委員※を 中心とし た地域

の見守り 活動は、令和2（ 2 0 2 0 ）年度の地

域見守り 支援員※の設置により 強化が図ら

れまし た。

●

現 状 生産年齢人口※の減少に加え、特に中山間

地域※での高齢化が進み、介護予防の推進

を 担う 地域ボラ ン ティ ア の確保が課題と

なっています。

●

多種多様な課題を 抱える高齢者を 支援す

る体制を構築する必要があります。

●

地域見守り 支援員を 設置し ている地区自

治公民館は全体の半数にと どまるこ と か

ら 、市内全域の見守り 体制の強化を図るた

め、設置の拡大を図る必要があります。

●

課 題

多様な ニーズに 対する 生活支援

現 状 課 題

地域の見守り 体制の強化

現 状 課 題

介護予防の推進と 高齢者の生き がいづく り の充実

●

●

自治会や民生委員・ 児童委員、地域見守り 支援員等の地域のボラン

ティ ア、民間事業者等の様々な活動主体と のネット ワーク を 強化

し 、地域住民による支え合いを促進します。

認知症を正し く 理解するため、認知症サポーター※養成研修を行う

とと も に、認知症の人をみんなで見守る「 みまもり あいアプリ 」※の

活用を促進します。

住民参加と 互い に 支え 合う 地域福祉の推進

●

●

住民主体の通いの場である「 地域のひろば」※を拡大・ 充実さ せるこ

とで、互いに支え合う 介護予防や生きがいづく りを推進します。

理学療法士※・ 作業療法士※などの専門職や、社会福祉協議会など

の関係機関と の連携を強化することで、介護予防や自立支援の体

制を充実します。

高齢者の生活支援サービ ス の充実

●

●

地域包括支援センタ ー※を中心に、医療機関や介護サービス事業

所、成年後見センタ ー※、地域包括ケア・ ライフサポート ワーカー※等

と連携し、多種多様な相談に対応できる体制を構築します。

高齢者が自宅や施設など望む場所で、可能な限り 生活できる環境

づく りを進めます。

施
策
で
目
指
す
姿

住民主体の通いの場を基本とし た介護予防の取組や、専門職のサポー

ト 体制を充実さ せること で、高齢者の自立支援や要介護度※の重度化防

止を図ります。

高齢者が住み慣れた地域や施設等で、自分らし い暮らしを続けること が

できるよう 、地域包括ケアシステム※の構築を推進します。

地域住民による支え合い活動に自発的に取り 組める地域づく りを目指し

ます。

●

●

●

高齢者が地域で自分ら し く
暮ら し 続けら れる 環境の充実

施 策 の 現 状 と 課 題 施 策 で 目 指 す 姿 を 実 現 す る た め の 基 本 事 業

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画） 施策3 -3 6968
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個別計画

すこやか支えあいプラン2 021

第２ 次障がい者計画

2 021～2 02 3

2 018～2 02 6

個別計画名 計画期間

第６ 期障害福祉計画 2 021～2 02 3

個別計画名 計画期間

誰も が支えあいながら 生き生きと 暮ら せるまちづく りやさし さ政策3

認知症の「 みまもり あい」

アプリ で参加を

地域包括支援センタ ー※

副所長

福田 竜光 さ ん

　 認知症の方が迷子になるケースが跡を 絶ち ませ

ん。大切な のは、行方不明者の存在を 周囲の人々

が速やかに把握し 、見つけ次第、声を 掛けて 関係

者につなぐ こ と 。こ れを 可能にする のがスマート

フ ォン で 使える「 みまも り あいア プ リ 」で す。発生

直後に行方不明者の情報や対処方法が届く 仕組

みなので、ぜひ登録をお願いし ます。

りゅうこうふく だ

●

●

●

●

日常生活において、介護予防・ フレイ ル予防※に取り 組みましょう 。

地域社会の一員とし て、地域のひろば等の地域活動に参加しましょう 。

「 私のアルバム」などを活用し 、自分のこと や将来介護が必要と なった後の生活で希望すること などを

記録し ておきましょう 。

「 みまもり あいアプリ 」を登録しましょう 。

●

●

地域のひろば等に取り 組みましょう 。

自治会等で、高齢者等の見守り 活動や生活支援に取り 組みましょう 。

●

●

●

介護保険ボランティ アポイント 事業※の協力事業所に登録しましょう 。

医療・ 介護・ 福祉など様々な立場で、地域包括ケアシステム※の構築に参画し ましょう 。

高齢者の見守り 活動や地域活動に取り 組みましょう 。

高齢者が地域で自分らしく 暮らし 続けられる環境の充実

ＫＰＩ （ 重要業績評価指標）

生きがいを 十分・ 多少感じ ている高齢者の割合

地域のひろば※推進事業の実施箇所数（ 累計）

心配事や愚痴を 聞いてく れる人が「 近隣」にいる
高齢者の割合

地域見守り 支援員※の設置地区自治公民館数（ 累計）

「 みまもり あいアプリ 」※の登録者数（ 累計）

49 カ 所
（ 2 021 ）

11.0 ％
（ 2 019 ）

10 5 カ 所
（ 2 02 2 ）

集計中
（ 2 02 2 ）

1,2 0 0人
（ 2 021 ）

75 .0 ％

68 カ 所

21.0 ％

1,8 0 0人

130 カ 所

施 策 の 進 捗 状 況 を 測 る た め の K P I

第二次霧島市総合計画（ 後期基本計画）

みん な が で き る こ とみん な が で き る こ と

現状値 目標値（ 2027 ）

施策3 -3

公民館自治会

2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 2 0 2 2 目標値

箇所

年度

6 8

7 9 7 8

9 4

1 0 5

5 7

1 1

6 4
5 8

7 0
7 6

9 6

1 5
2 0

2 4
2 9

3 4

0

3 5

7 0

1 0 5

1 4 0

多少感じ ている あまり 感じ ていない十分感じ ている

わから ない 無回答まったく 感じ ていない

2 0 1 3

%

年度

2 9 .9

3 6 . 3

1 1 .7

2 .0
7 .6

1 2 .5

2 0 1 6

2 7 .6

4 3 . 8

1 3 . 4

2 . 0
9 .1
4 .1

2 0 1 9

2 4 .7

4 6 .7

1 4 . 8

1 .1
5 .7
7 . 0

2 0 2 2

2 6 .0

4 7 . 0

1 2 . 0

7 .0
5 . 0
3 . 0

7 . 0
5 .0
3 .0

目標値

2 7 .0

4 8 .0

1 0 . 0

0

2 5

5 0

7 5

1 0 0

生きがいを十分・ 多少感じ ている高齢者の割合

設問「 あなたは生き がいをどの程

度 を 感じ て い ま す か（ 6 5 歳 以

上）」に「 十分感じ ている 」「 多少感

じ て いる 」と 答え た 人の割合。現

状値から 2 ％増加を目指す。

出典： 高齢者実態調査（ 2 0 2 2 年度）

地域のひろば推進事業の実施箇所数

市民の自主的・ 定期的な健康づく

り や介護予防の取組により 増加

傾向。人口1 ,0 0 0 人当たり1 カ 所

の実施を目指す。

出典： 長寿・ 障害福祉課（ 2 0 2 2 年度）

7 3 .0
（ 仮）

7 5 .0

「 私のアルバム」と は

　「 私のア ルバム」は市や社会福祉協議会・ 介護保険事業

所・ 地区医師会・ 認知症疾患医療センタ ー・ 県地域振興局・

認知症の人と 家族の会等が平成2 1（ 2 0 0 9 ）年度から 協働

で作成し た、認知症の方の伴奏支援ツールです。

　 アルバムには、こ れまでの自分の人生や家族・ 知人に伝え

たいこ と 、病気になったと きにどうし てほし いか、こ れから や

り たいこ と などを 書き 記すこ と ができ ます。認知症になり 、

自ら の思いを 伝えるこ と が難しく なっても 、アルバムを 手掛

かり に、少し でも 自分の気持ちに寄り 添った支援を 受けら れ

るよう にするも のです。令和2（ 2 0 2 0 ）年度に、より 使いやす

く 改訂し 、市や地域包括支援センタ ーのホームページ から

ダウンロード できるよう になりまし た。

　 そのほか、県医師会が作成する「 マイ ラ イフノ ート 」なども

あり ま す。誰も が住み慣れた 地域

で自分らし く 暮ら せるよう に、ぜひ

こ れら のツールをご活用く ださ い。

1 3 0

「 私のアルバム」の
ダウンロード はこちら

市民一人一人で

事業所で

地域で
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